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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繰り返し入力される表示装置の画素への映像データを補正するための代表値を各映像デ
ータ毎に決定する代表値生成工程と、
　上記代表値を次回まで記憶する代表値記憶工程と、
　上記代表値記憶工程にて記憶された前回の代表値を参照して、前回の代表値から今回の
映像データへの変化を強調するように、今回の映像データを変調する変調工程とを含み、
　上記代表値生成工程は、上記代表値記憶工程にて記憶された前回の代表値と今回の映像
データとを比較して、今回の映像データを代表値とするか否かを判定する判定工程と、
　上記判定工程にて今回の映像データを代表値としないと判定された場合は、予め定めら
れた手順に従って、上記今回の映像データおよび前回の代表値のうちの少なくとも前回の
代表値から上記代表値を算出する算出工程とを含んでいることを特徴とする表示制御方法
。
【請求項２】
　上記前回の代表値をＤ０(n-1)、今回の映像データをＤ(n)、上記判定工程において、今
回の映像データＤ(n)と前回の代表値Ｄ０(n-1)とを比較して、今回の映像データＤ(n)を
代表値としないと判定した場合に算出される代表値をＤ１にすると共に、０より大きく、
しかも、１より小さい値として、予め定められた定数をβとするとき、
　上記算出工程では、Ｄ１＝Ｄ０(n-1)×βによって上記代表値Ｄ１を算出し、
　上記前回の代表値をＤ０(n-1)、今回の映像データをＤ(n)とすると共に、０より大きく
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、しかも、１より小さい値として、予め定められた定数をαとするとき、
　上記判定工程では、Ｄ(n)　＞　α　×　Ｄ０(n-1)が成立するか否かによって、今回の
映像データを代表値とするか否かを判定することを特徴とする請求項１記載の表示制御方
法。
【請求項３】
　繰り返し入力される表示装置の画素への映像データが、当該画素の輝度の増減を繰り返
すことを示しており、上記各映像データのうち、Ｃ＞Ｂとなる時点から連続して入力され
る映像データの示す階調を、入力された順番にＣ、Ｂ、Ａとするとき、
　Ｂ／Ｃが、０＜ｋ＜１の範囲の値として予め定められた閾値としての定数ｋを超えてい
る場合は、Ａが互いに同じ値であっても、Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が大きくな
るように、Ａを補正して出力する一方、Ｂ／Ｃが上記定数ｋを超えていない場合は、Ａが
互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘わらず、上記値Ｃに依存して予め定められる一定の値
を、Ａの補正値として出力する補正工程を含んでいることを特徴とする表示制御方法。
【請求項４】
　繰り返し入力される表示装置の画素への映像データの示す階調を、入力された順番にＣ
、Ｂ、Ａとするとき、
　Ｂ／Ｃが、０＜ｋ＜１の範囲の値として予め定められた閾値としての定数ｋを超えてい
る場合は、Ａが互いに同じ値であっても、Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が大きくな
るように、Ａを補正して出力する一方、Ｂ／Ｃが上記定数ｋを超えていない場合は、Ａが
互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘わらず、上記値Ｃに依存して予め定められる一定の値
を、Ａの補正値として出力する補正工程を含んでいることを特徴とする表示制御方法。
【請求項５】
　繰り返し入力される表示装置の画素への映像データを補正するための代表値を各映像デ
ータ毎に決定する代表値生成手段と、
　上記代表値を次回まで記憶する代表値記憶手段と、
　上記代表値記憶手段が記憶した前回の代表値を参照して、前回の代表値から今回の映像
データへの変化を強調するように、今回の映像データを変調する変調手段とを備え、
　上記代表値生成手段は、上記代表値記憶手段に記憶された前回の代表値と今回の映像デ
ータとを比較して、今回の映像データを代表値とするか否かを判定する判定手段と、
　上記判定手段が今回の映像データを代表値としないと判定した場合は、予め定められた
手順に従って、上記今回の映像データおよび前回の代表値のうちの少なくとも前回の代表
値から上記代表値を算出する算出手段とを備えていることを特徴とする表示装置の駆動装
置。
【請求項６】
　上記算出手段は、上記前回の代表値から上記代表値を算出することを特徴とする請求項
５記載の表示装置の駆動装置。
【請求項７】
　上記前回の代表値をＤ０(n-1)、今回の映像データをＤ(n)、上記判定手段が、今回の映
像データＤ(n)と前回の代表値Ｄ０(n-1)とを比較して、今回の映像データＤ(n)を代表値
としないと判定した場合に算出される代表値をＤ１にすると共に、０より大きく、しかも
、１より小さい値として、予め定められた定数をβとするとき、
　上記算出手段は、Ｄ１＝Ｄ０(n-1)×βによって上記代表値Ｄ１を算出することを特徴
とする請求項６記載の表示装置の駆動装置。
【請求項８】
　上記判定手段は、上記前回の代表値をＤ０(n-1)、今回の映像データをＤ(n)とすると共
に、０より大きく、しかも、１より小さい値として、予め定められた定数をαとするとき
、
　Ｄ(n)　＞　α　×　Ｄ０(n-1)が成立するか否かによって、今回の映像データを代表値
とするか否かを判定することを特徴とする請求項７記載の表示装置の駆動装置。
【請求項９】
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　繰り返し入力される表示装置の画素への映像データが、当該画素の輝度の増減を繰り返
すことを示しており、上記各映像データのうち、Ｃ＞Ｂとなる時点から連続して入力され
る映像データの示す階調を、入力された順番にＣ、Ｂ、Ａとするとき、
　Ｂ／Ｃが、０＜ｋ＜１の範囲の値として予め定められた閾値としての定数ｋを超えてい
る場合は、Ａが互いに同じ値であっても、Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が大きくな
るように、Ａを補正して出力する一方、Ｂ／Ｃが上記定数ｋを超えていない場合は、Ａが
互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘わらず、上記値Ｃに依存して予め定められる一定の値
を、Ａの補正値として出力する補正手段を備えていることを特徴とする表示装置の駆動装
置。
【請求項１０】
　繰り返し入力される表示装置の画素への映像データの示す階調を、入力された順番にＣ
、Ｂ、Ａとするとき、
　Ｂ／Ｃが、０＜ｋ＜１の範囲の値として予め定められた閾値としての定数ｋを超えてい
る場合は、Ａが互いに同じ値であっても、Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が大きくな
るように、Ａを補正して出力する一方、Ｂ／Ｃが上記定数ｋを超えていない場合は、Ａが
互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘わらず、上記値Ｃに依存して予め定められる一定の値
を、Ａの補正値として出力する補正手段を備えていることを特徴とする表示装置の駆動装
置。
【請求項１１】
　上記定数を、温度に応じて調整する温度補正手段を備えていることを特徴とする請求項
７、８、９または１０記載の表示装置の駆動装置。
【請求項１２】
　上記定数を、外部からの調整指示に応じて調整する調整手段を備えていることを特徴と
する請求項７、８、９または１０記載の表示装置の駆動装置。
【請求項１３】
　上記変調手段は、上記前回の代表値として入力される値と、今回の映像データとして入
力される値との組み合わせに対応するパラメータが予め記憶されたルックアップテーブル
を備え、当該ルックアップテーブルを参照して、変調後の今回の映像データを生成するこ
とを特徴とする請求項５記載の表示装置の駆動装置。
【請求項１４】
　上記ルックアップテーブルの数は複数であり、
　上記変調手段は、温度に応じて、変調後の今回の映像データを生成する際に参照するル
ックアップテーブルを切り換えることを特徴とする請求項１３記載の表示装置の駆動装置
。
【請求項１５】
　請求項５～１４のいずれか１項に記載の表示装置の駆動装置を備えていることを特徴と
する表示装置。
【請求項１６】
　上記表示装置は、表示素子として、垂直配向モードかつノーマリーブラックモードの液
晶表示素子を備えていることを特徴とする請求項１５記載の表示装置。
【請求項１７】
　表示素子として液晶表示素子を用いた、テレビジョン放送の受像機であることを特徴と
する請求項１５記載の表示装置。
【請求項１８】
　液晶モニタ装置であることを特徴とする請求項１５記載の表示装置。
【請求項１９】
　請求項５～１４のいずれか１項に記載の表示装置の駆動装置の各手段として、コンピュ
ータを動作させるプログラム。
【請求項２０】
　請求項１９記載のプログラムが記録された記録媒体。



(4) JP 4658057 B2 2011.3.23

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素の応答速度を向上させているにも拘わらず、当該強調変調と、画素の応
答不足との相乗効果によって、今回の画素の輝度が今回の映像データの示す輝度と大きく
異なり、白光りや黒沈みが発生し、動画表示時の画質を低下させるという現象を、比較的
小さな回路規模（あるいは演算量）で抑制可能な表示制御方法、その方法によって表示装
置を駆動する表示装置の駆動装置、それを備える表示装置、並びに、表示装置の駆動装置
のプログラムおよび記録媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、従来主流で有ったＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ－Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）ディ
スプレイに比べ、薄型軽量、低消費電力、かつ高精細化対応が容易であるといった特徴を
活かして、携帯機器のみならず、ノートパソコン用、デスクトップパソコン用モニタとし
て、広く使用されている。ただし、液晶表示装置は、ＣＲＴディスプレイに比べると応答
速度が遅く、動画品位が劣るという課題があり、液晶材料面、パネル構造、駆動方法など
の観点で多くの改善手法が検討されている。
【０００３】
　特許文献１（特許第２６５０４７９号；公開日：１９９１年７月２９日）には、以下の
ような駆動方法が開示されている。すなわち、当該駆動方法を採用した液晶表示装置は、
フレーム周波数（６０Ｈｚ）に対応した書き換え時間（１６．７μｍ）で応答が完結しな
い階調遷移がある場合、前回階調から今回階調への階調遷移において、今回駆動信号を変
調することによって、１フレーム内で応答を完結させる。以下、図２０および図２１を参
照しながら説明する。
【０００４】
　一例として、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）液晶を反射モードで用いた液晶
パネルであって、液晶が光を透過させない最小電圧値が２．０Ｖ、液晶が最大量の光を透
過させる最大の電圧値が３．５Ｖの液晶パネルにおいて、あるフレームＦＲ（２）までは
、２．０Ｖの印加電圧Ｖ１を印加し、次のフレームＦＲ（３）以降では、当該印加電圧Ｖ
１を、Ｖ５（２．５Ｖ）に変化させたとき、図２０に示すように、当該液晶パネルの画素
の透過量が変化したとする。
【０００５】
　この場合、印加電圧がＶ５に変化した時点から、当該画素の透過量が所定の値になり、
当該画素の輝度が所望の値（Ｖ５に対応する輝度）になる時点までの時間は、約７０～１
００ｍｓｅｃである。この場合は、所望の画素の透過量（輝度）までの応答に要する時間
が２フレーム以上となるので、液晶パネルの表示している画像に尾引きが発生する。なお
、この画像の尾ひきとは、画素に印加している電圧に対して液晶の透過率の変化が追従し
ないために、表示画素が変化した際、映像の輪郭部分などに、前フィールドの画像が影の
ように表示として現われる現象をいう。この現象は一定以上の速さで映像の動きがあると
き出現し、画像品位を著しく悪化させる。
【０００６】
　ここで、一般に、液晶の透過量は、より大きな電圧を印加する程、より急峻に増加する
。したがって、ＦＲ（３）において、電圧Ｖ５を印加したのでは、次のフレームＦＲ（４
）の開始時点において、所望の値（Ｖ５の示す輝度）に到達できない場合は、図２１に示
すように、電圧Ｖ５を印加するフレームＦＲ（３）において、電圧Ｖ５よりも高い電圧が
印加されるように電圧データを補正することによって、液晶の応答速度を向上させること
ができ、液晶の応答速度が、ある程度以上速ければ、常に、１フレーム以内に液晶の応答
を終了させることができる。
【０００７】
　より詳細には、液晶制御回路は、フレームＦＲ（２）とＦＲ（３）とのデータを比較し
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て、その画素の電圧変化量を把握し、データ補正器（特許文献１の第２図参照）によって
、フレームＦＲ（３）のデータを、Ｓ５からＳ７に補正する。これに応じて、ソース信号
線（データ信号線）を駆動するソースドライブＩＣ（特許文献１の第１図参照）は、フレ
ームＦＲ（３）で、当該補正電圧データＳ７に対応する電圧Ｖ７を、ソース信号線に印加
する。
【０００８】
　したがって、補正前のＳ５に対応する電圧Ｖ５を印加した場合（図２０の場合）と比較
して、液晶の立ち上がり特性は改善され、ＦＲ（３）で示す１フレーム内で、所望の透過
量Ｔ５が得られる。なお、図２０および図２１では、説明の便宜上、あるデータ（例えば
、Ｓ５）がデータ補正器へ印加される期間と、データ補正器が当該データを補正して生成
したデータ（例えば、Ｓ７）を出力する期間と、ソースドライブＩＣが当該補正電圧デー
タに対応する電圧（Ｖ７）を画素へ印加する期間とを、縦に並べて表示し、これらのデー
タまたは電圧を、あるフレーム（例えば、ＦＲ（３））のデータまたは電圧と称する。ま
た、あるフレームの電圧が印加されてから、次の電圧が印加されるまでにおける画素の輝
度の変化を、当該フレームの輝度の変化と称し、当該フレームの電圧が印加されている期
間と縦に並べて記載する。
【０００９】
　以上のように後述文献１に開示された駆動方法を用いて、今回駆動信号を変調すること
によって、液晶の応答速度が、ある程度以上速ければ、常に、１フレーム内での応答完結
を実現できる。
【００１０】
　ところが、上記駆動方法を用いても１フレーム内で応答が完結しない場合、すなわち、
液晶応答が遅く、今回駆動信号を変調してすることによって階調遷移を強調して駆動させ
たとしても今回目標階調に到達しない場合には、今回から次回への階調遷移において今回
の階調遷移が完結したとして次回駆動信号を変調し、階調遷移を強調駆動することになる
ため、次回の変調を誤ることがある。特にディケイからライズに変化するときは次回の階
調遷移を強調しすぎてしまうことになるため、表示品質を大幅に低下させる虞れがある。
以下、図２２および図２３を参照しながら状況を説明する。
【００１１】
　図２２は、上記駆動方法によって、階調遷移を強調して駆動した場合のデータ、電圧お
よび透過量の変化の一例を示している。ここで、液晶表示素子の駆動ドライバにおいては
、駆動電圧範囲が制限されている。また、液晶の特性から実効値０Ｖ以下の電圧印加があ
りえない。したがって、例えば、低温状態などのように液晶表示素子自体の応答特性が通
常の温度のときよりも劣っている場合や、液晶表示素子自体の応答速度が根本的に遅い場
合には、階調遷移を強調する電圧印加が出来ず、１フレームで応答が完結しない場合も起
こりうる。
【００１２】
　ここで、図２２は、フレームＦＲ（２）からフレームＦＲ（３）への階調遷移時に、入
力されるデータＳ５からデータＳ１に変化した場合を示しており、この例では、透過量の
応答が３フレームにわたっている。
【００１３】
　この状況において、ＦＲ（４）にデータＳ５が入力されたとする。この場合、データ上
は、Ｓ１→Ｓ５への変化なので、図２１の場合、すなわち、画素がＳ１に対応する透過量
を既に示している場合と同様に、データＳ１→データＳ７の階調遷移強調を選択し、Ｓ７
に対応する駆動電圧Ｖ７を印加すると、階調遷移を強調しすぎてしまう。
【００１４】
　より詳細には、図２３に示すように、データＳ５→Ｓ１の透過量応答が１フレームで完
結しない状況であるにも拘わらず、図２１と同様に、データＳ１→データＳ７の階調遷移
強調を選択すると、フレームＦＲ（３）終了時には、まだデータＳ１で到達すべき透過量
Ｔ１に達していないにも拘わらず、Ｔ１からＴ５へ遷移するための電圧Ｖ７が印加される
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ため、強調しすぎの駆動条件になってしまう。この結果、フレームＦＲ（４）の終了時点
における画素の透過量は、所望の透過量Ｔ５を超えてしまう。この場合、表示装置として
は白光りとして視認され、著しく表示品位を損なってしまう。
【００１５】
　一方、特許文献２（特許第２７０８７４６号；公開日：１９８９年１月１３日）では、
現フレームの階調データを次のフレームまでフレームメモリに格納する代わりに、次のフ
レームの開始時点における液晶の状態を予測して決めたデータを、フレームメモリに格納
する構成が記載されている。
【００１６】
　より詳細には、補正回路は、現フレームで送られてきた階調データに対応した電圧を液
晶に印加することによって、１フレーム後に、液晶が何階調に相当する透過率を示してい
るかを予測すると共に、当該階調を示すデータをフレームメモリへ書き込み、次のフレー
ムまで記憶させる。
【００１７】
　これにより、各フレームにおいて、フレームメモリから読み出したデータは、前フレー
ムで送られてきた階調データに対応した電圧を液晶に印加することによって、１フレーム
後の現フレームに、液晶が何階調に相当する透過率を示しているかを示すデータとなる。
したがって、単に前フレームの階調データを次のフレームまで記憶しておき、前フレーム
の階調データと現フレームの階調データとを比較して補正する構成とは異なり、予測が正
確であれば、補正過剰を防止でき、上述した白光りの発生を防止できる。
【００１８】
　しかしながら、上記従来の構成では、予測が正確であれば、補正過剰に起因する画質低
下を防止できる一方で、予測に誤差が発生すると、誤差が蓄積され、適切な程度に補正す
ることが難しくなる虞れがある。
【００１９】
　したがって、上記予測の精度を、誤差が蓄積されても、画質を大幅に低下させない程度
に維持する必要があり、予測のための演算量、および、予測に必要な回路規模が増大しが
ちである。
【発明の開示】
【００２０】
　本発明の目的は、画素の応答速度を向上させているにも拘わらず、当該強調変調と、画
素の応答不足との相乗効果によって、今回の画素の輝度が今回の映像データの示す輝度と
大きく異なり、白光りや黒沈みが発生し、動画表示時の画質を低下させるという現象を、
比較的小さな回路規模（あるいは演算量）で抑制可能な液晶表示装置を実現することにあ
る。
【００２１】
　本発明に係る表示制御方法は、上記目的を達成するために、繰り返し入力される表示装
置の画素への映像データを補正するための代表値を各映像データ毎に決定する代表値生成
工程と、上記代表値を次回まで記憶する代表値記憶工程と、上記代表値記憶工程にて記憶
された前回の代表値を参照して、前回の代表値から今回の映像データへの変化を強調する
ように、今回の映像データを変調する変調工程とを含み、上記代表値生成工程は、上記代
表値記憶工程にて記憶された前回の代表値と今回の映像データとを比較して、今回の映像
データを代表値とするか否かを判定する判定工程と、上記判定工程にて今回の映像データ
を代表値としないと判定された場合は、予め定められた手順に従って、上記今回の映像デ
ータおよび前回の代表値のうちの少なくとも前回の代表値から上記代表値を算出する算出
工程とを含んでいることを特徴としている。
【００２２】
　ところで、ある映像データを変調する際に使用される代表値が、補正後の映像データに
応じた信号が画素へ印加される時点の画素の輝度（印加時の輝度）を充分な精度で予測で
きていれば、上記変調工程において、変調の程度を適切な値に設定できるので、変調時に
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おける強調し過ぎや強調不足の発生を抑制でき、不適切な変調の程度の設定に起因する動
画表示時の画質低下を抑制できる。一方、上記予測に誤りが発生すると、予測値を参照し
ているにも拘わらず、適切な程度に変調することができず、上記動画表示時の画質低下が
発生してしまう。
【００２３】
　ここで、今回の映像データの代わりに、上記手順に従って算出された値（演算値）を、
代表値として次回まで記憶し、当該代表値を参照して、次の代表値を算出する場合には、
予測の誤差が蓄積される。したがって、常に、演算値（予測値）を代表値とする構成の場
合、上記算出工程では、予測誤差が蓄積されても、上記画質低下を抑制できる程度に、充
分な精度で、上記印加時の輝度を予測演算する必要があり、演算に必要な演算量、および
、その演算に必要な回路規模は、比較的大きくなってしまう。
【００２４】
　これに対して、上記方法では、今回の映像データを代表値とすると判定された場合は、
当該映像データが、代表値として次回まで記憶され、画素への映像データを補正するため
に使用されるので、上記演算値を代表値としている間に、誤差が発生したとしても、当該
誤差が累積されることがない。したがって、上記予測演算に求められる精度を、誤差が累
積しても上記画質低下を抑制できる程度よりも低下させることができる。これにより、上
記常時予測する構成と比較して、演算に必要な演算量、および、その演算に必要な回路規
模を抑えることができる。
【００２５】
　この結果、前回の代表値から今回の映像データへの変化を強調するように、今回の映像
データを変調することによって、画素の応答速度を向上させているにも拘わらず、当該強
調変調と、画素の応答不足との相乗効果によって、今回の画素の輝度が今回の映像データ
の示す輝度と大きく異なり、白光りや黒沈みが発生し、動画表示時の画質を低下させると
いう現象を、比較的小さな回路規模（あるいは演算量）で抑制することができる。
【００２６】
　なお、上記算出工程において、前回の代表値から代表値を求めると共に、上記判定工程
での判定方法を、当該演算による予測が必要か否かによって判定すれば、さらに、演算に
必要な演算量、および、その演算に必要な回路規模を抑えながら、上記現象の発生を効果
的に抑制できる。
【００２７】
　また、上記構成に加えて、上記前回の代表値をＤ０（ｎ－１）、今回の映像データをＤ
（ｎ）、上記判定手段が、今回の映像データＤ（ｎ）と前回の代表値Ｄ０（ｎ－１）とを
比較して、今回の映像データＤ（ｎ）を代表値としないと判定した場合に算出される代表
値をＤ１にすると共に、０より大きく、しかも、１より小さい値として、予め定められた
定数をβとするとき、上記算出工程では、Ｄ１＝Ｄ０（ｎ－１）×βによって上記代表値
Ｄ１を算出し、上記前回の代表値をＤ０（ｎ－１）、今回の映像データをＤ（ｎ）とする
と共に、０より大きく、しかも、１より小さい値として、予め定められた定数をαとする
とき、上記判定工程では、Ｄ（ｎ）　＞　α　×　Ｄ０（ｎ－１）が成立するか否かによ
って、今回の映像データを代表値とするか否かを判定してもよい。
【００２８】
　当該構成では、上記のように判定および代表値算出が行われるので、演算および判定に
必要な演算量、および、その演算に必要な回路規模を抑えながら、上記現象の発生を効果
的に抑制できる。
【００２９】
　より詳細には、補正後の映像データによる画素の駆動によって画素に発生する応答不足
が比較的少ない場合、次の補正後の映像データに応じた信号が画素へ印加される時点にお
ける画素の輝度（階調遷移終了時点の輝度）は、今回の補正後の映像データに応じた信号
が画素へ印加される時点の画素の輝度（階調遷移開始時点の輝度）だけではなく、今回の
補正後の映像データによっても変化する。
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【００３０】
　ところが、上記応答不足が大きくなるに従って、階調遷移終了時点の輝度に対する階調
遷移開始時点の輝度の関与は大きくなる。特に、以下の状況、すなわち、補正後の映像デ
ータに応じて駆動される画素の応答が全く足りず（画素の応答が頭打ちになり）、次回に
おいて応答が足りている場合と同様の程度に変調すると、動画表示時の画質を大幅に低下
させる状況では、階調遷移終了時点の輝度は、今回の補正後の映像データには依存せず、
階調遷移開始時点の輝度に依存する。この場合は、Ｄ１＝Ｄ０（ｎ－１）×βによって上
記代表値Ｄ１を算出することによって、比較的高い精度で、しかも、比較的少ない演算量
（あるいは、比較的少ない回路規模）で、階調遷移終了時点の輝度を予測できる。
【００３１】
　また、上記のように、応答の頭打ちが発生して、上記画質低下が発生する状況は、輝度
を大きく減少させる階調遷移の後、輝度が増加する場合と、輝度を大きく増加させる階調
遷移の後、輝度が減少する場合との双方で発生する。ただし、最初の階調遷移で応答不足
が発生しないときと同程度に次の階調遷移を強調変調すると、後者の場合は、輝度が不所
望に低下して、黒沈みが発生するのに対して、前者の場合は、輝度が不所望に増大して、
白光りが発生する。ここで、白光りの方がユーザに視認されやすいので、前者、すなわち
、輝度を大きく減少させる階調遷移で応答が足りないことを放置するときの方が、より大
幅に画質を低下させてしまう。したがって、両者を比較すると、輝度減少時の画質低下を
抑制する方が、少ない演算量または回路規模で効果的に画質低下を抑制でき、表示品位の
改善効果が特に大きい。また、輝度減少時の応答の頭打ちは、前回の映像データに対する
、今回の代表値の比率が小さい程、発生しやすく、当該比率が、ある程度の値以上であれ
ば、発生しない。
【００３２】
　したがって、Ｄ（ｎ）　＞　α　×　Ｄ０（ｎ－１）が成立するか否かによって、今回
の映像データを代表値とするか否かを判定することによって、Ｄ１＝Ｄ０（ｎ－１）×β
によって上記代表値Ｄ１を算出する場合と、Ｄ１＝Ｄ（ｎ）とする場合とのいずれの方が
、画質の低下が発生するかを、比較的簡単な演算で、かつ、比較的高精度に判定できる。
この結果、判定に必要な演算量、および、判定に必要な回路規模を抑えながら、上記現象
の発生を効果的に抑制できる。
【００３３】
　また、本発明に係る表示制御方法は、上記目的を達成するために、繰り返し入力される
表示装置の画素への映像データが、当該画素の輝度の増減を繰り返すことを示しており、
上記各映像データのうち、Ｃ＞Ｂとなる時点から連続して入力される映像データの示す階
調を、入力された順番にＣ、Ｂ、Ａとするとき、Ｂ／Ｃが、０＜ｋ＜１の範囲の値として
予め定められた閾値としての定数ｋを超えている場合は、Ａが互いに同じ値であっても、
Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が大きくなるように、Ａを補正して出力する一方、Ｂ
／Ｃが上記定数ｋを超えていない場合は、Ａが互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘わらず
、上記値Ｃに依存して予め定められる一定の値を、Ａの補正値として出力する補正工程を
含んでいることを特徴としている。
【００３４】
　さらに、本発明に係る表示制御方法は、上記目的を達成するために、繰り返し入力され
る表示装置の画素への映像データの示す階調を、入力された順番にＣ、Ｂ、Ａとするとき
、Ｂ／Ｃが、０＜ｋ＜１の範囲の値として予め定められた閾値としての定数ｋを超えてい
る場合は、Ａが互いに同じ値であっても、Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が大きくな
るように、Ａを補正して出力する一方、Ｂ／Ｃが上記定数ｋを超えていない場合は、Ａが
互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘わらず、上記値Ｃに依存して予め定められる一定の値
を、Ａの補正値として出力する補正工程を含んでいることを特徴としている。
【００３５】
　ここで、上述したように、応答不足が大きくなるに従って、階調遷移終了時点の輝度に
対する階調遷移開始時点の輝度の関与は大きくなる。特に、以下の状況、すなわち、補正
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後の映像データに応じて駆動される画素の応答が全く足りず（画素の応答が頭打ちになり
）、次回において応答が足りている場合と同様の程度に変調すると、動画表示時の画質を
大幅に低下させる状況では、階調遷移終了時点の輝度は、今回の補正後の映像データには
依存せず、階調遷移開始時点の輝度に依存する。
【００３６】
　また、上述したように、上記画質を大幅に低下させるのは、輝度を大きく減少させる階
調遷移の後、輝度が増加する場合で、しかも、輝度を大きく減少させる階調遷移にて応答
の頭打ちが発生する場合である。また、この応答の頭打ちは、前回の映像データに対する
、今回の映像データの比率が小さい程、発生しやすく、当該比率が、ある程度の値以上で
あれば、発生しない。
【００３７】
　したがって、上記各補正工程のようにＡを補正することによって、上記構成と同様に、
上記現象の発生を効果的に抑制できる。また、上記補正工程にて、Ａの補正値を生成する
ために参照されているのは、高々２回前の映像データの示す階調Ｃである。これにより、
上記予測誤差が蓄積されても、上述した予測演算する構成、すなわち、上記画質低下を抑
制できる程度に、充分な精度で、上記印加時の輝度を予測演算する構成と比較して、回路
規模の増大を抑えることができる。この結果、演算および判定に必要な演算量、および、
その演算に必要な回路規模を抑えながら、上記現象の発生を効果的に抑制できる。
【００３８】
　なお、上記Ｄ（ｎ）　＞　α　×　Ｄ０（ｎ－１）が成立するか否かで判定する構成で
あれば、画素の輝度の増減を繰り返すことを示す場合に上記各補正工程を行う構成を、１
回前の映像データまたは代表値を記憶するだけで実現できるので、特に、回路規模の増大
を抑えることができる。
【００３９】
　また、本発明に係る表示装置の駆動装置は、上記目的を達成するために、繰り返し入力
される表示装置の画素への映像データを補正するための代表値を各映像データ毎に決定す
る代表値生成手段と、上記代表値を次回まで記憶する代表値記憶手段と、上記代表値記憶
手段が記憶した前回の代表値を参照して、前回の代表値から今回の映像データへの変化を
強調するように、今回の映像データを変調する変調手段とを備え、上記代表値生成手段は
、上記代表値記憶手段に記憶された前回の代表値と今回の映像データとを比較して、今回
の映像データを代表値とするか否かを判定する判定手段と、上記判定手段が今回の映像デ
ータを代表値としないと判定した場合は、予め定められた手順に従って、上記今回の映像
データおよび前回の代表値のうちの少なくとも前回の代表値から上記代表値を算出する算
出手段とを備えていることを特徴としている。
【００４０】
　上記表示装置の駆動装置は、上記各手段を備えているので、上記表示制御方法で表示装
置を駆動できる。したがって、上記表示制御方法と同様に、画素の応答速度向上と、上記
現象の発生の抑制とを、比較的小さな回路規模（あるいは演算量）で実現できる。
【００４１】
　さらに、上記構成に加えて、上記算出手段は、上記前回の代表値から上記代表値を算出
してもよい。また、上記構成に加えて、上記前回の代表値をＤ０(n-1)、今回の映像デー
タをＤ(n)、上記判定手段が、今回の映像データＤ(n)と前回の代表値Ｄ０(n-1)とを比較
して、今回の映像データＤ(n)を代表値としないと判定した場合に算出される代表値をＤ
１にすると共に、０より大きく、しかも、１より小さい値として、予め定められた定数を
βとするとき、上記算出手段は、Ｄ１＝Ｄ０(n-1)×βによって上記代表値Ｄ１を算出し
てもよい。
 
【００４２】
　これらの構成では、前回の代表値から上記代表値を算出しているので、演算に必要な演
算量、および、その演算に必要な回路規模を抑えながら、上記現象の発生を効果的に抑制
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できる。特に、Ｄ１＝Ｄ０（ｎ－１）×βによって上記代表値Ｄ１を算出する場合は、単
なる乗算によって、上記代表値Ｄ１を求めることができるので、例えば、ルックアップテ
ーブルを参照して代表値Ｄ１を求める場合と比較して、代表値Ｄ１を求める際に必要な演
算量、あるいは、それに必要な回路規模を、さらに抑制できる。
【００４３】
　より詳細には、補正後の映像データによる画素の駆動によって画素に発生する応答不足
が比較的少ない場合、次の補正後の映像データに応じた信号が画素へ印加される時点にお
ける画素の輝度（階調遷移終了時点の輝度）は、今回の補正後の映像データに応じた信号
が画素へ印加される時点の画素の輝度（階調遷移開始時点の輝度）だけではなく、今回の
補正後の映像データによっても変化する。
【００４４】
　ところが、上記応答不足が大きくなるに従って、階調遷移終了時点の輝度に対する階調
遷移開始時点の輝度の関与は大きくなる。特に、以下の状況、すなわち、補正後の映像デ
ータに応じて駆動される画素の応答が全く足りず（画素の応答が頭打ちになり）、次回に
おいて応答が足りている場合と同様の程度に変調すると、動画表示時の画質を大幅に低下
させる状況では、階調遷移終了時点の輝度は、今回の補正後の映像データには依存せず、
階調遷移開始時点の輝度に依存する。この場合は、前回の代表値に基づいて、上記代表値
を求めることによって、比較的高い精度で、しかも、比較的少ない演算量（あるいは、比
較的少ない回路規模）で、階調遷移終了時点の輝度を予測できる。
【００４５】
　したがって、前回の代表値と今回の映像データとを比較して、上記状況か否かを判定す
ると共に、上記算出手段が、前回の代表値から代表値を求めることによって、演算に必要
な演算量、および、その演算に必要な回路規模を抑えながら、上記現象の発生を効果的に
抑制できる。
【００４６】
　また、上記構成に加えて、上記判定手段は、上記前回の代表値をＤ０（ｎ－１）、今回
の映像データをＤ（ｎ）とすると共に、０より大きく、しかも、１より小さい値として、
予め定められた定数をαとするとき、Ｄ（ｎ）　＞　α　×　Ｄ０（ｎ－１）が成立する
か否かによって、今回の映像データを代表値とするか否かを判定してもよい。
【００４７】
　ここで、上記のように、応答の頭打ちが発生して、上記画質低下が発生する状況は、輝
度を大きく減少させる階調遷移の後、輝度が増加する場合と、輝度を大きく増加させる階
調遷移の後、輝度が減少する場合との双方で発生する。ただし、最初の階調遷移で応答不
足が発生しないときと同程度に次の階調遷移を強調変調すると、後者の場合は、輝度が不
所望に低下して、黒沈みが発生するのに対して、前者の場合は、輝度が不所望に増大して
、白光りが発生する。ここで、白光りの方がユーザに視認されやすいので、前者、すなわ
ち、輝度を大きく減少させる階調遷移で応答が足りないことを放置するときの方が、より
大幅に画質を低下させてしまう。したがって、両者を比較すると、輝度減少時の画質低下
を抑制する方が、少ない演算量または回路規模で効果的に画質低下を抑制でき、表示品位
の改善効果が特に大きい。また、輝度減少時の応答の頭打ちは、前回の映像データに対す
る、今回の代表値の比率が小さい程、発生しやすく、当該比率が、ある程度の値以上であ
れば、発生しない。
【００４８】
　したがって、Ｄ（ｎ）　＞　α　×　Ｄ０（ｎ－１）が成立するか否かによって、今回
の映像データを代表値とするか否かを判定することによって、Ｄ１＝Ｄ０（ｎ－１）×β
によって上記代表値Ｄ１を算出する場合と、Ｄ１＝Ｄ（ｎ）とする場合とのいずれの方が
、画質の低下が発生するかを、比較的簡単な演算で、かつ、比較的高精度に判定できる。
この結果、判定に必要な演算量、および、判定に必要な回路規模を抑えながら、上記現象
の発生を効果的に抑制できる。
【００４９】
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　一方、本発明に係る表示装置の駆動装置は、上記目的を達成するために、繰り返し入力
される表示装置の画素への映像データが、当該画素の輝度の増減を繰り返すことを示して
おり、上記各映像データのうち、Ｃ＞Ｂとなる時点から連続して入力される映像データの
示す階調を、入力された順番にＣ、Ｂ、Ａとするとき、Ｂ／Ｃが、０＜ｋ＜１の範囲の値
として予め定められた閾値としての定数ｋを超えている場合は、Ａが互いに同じ値であっ
ても、Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が大きくなるように、Ａを補正して出力する一
方、Ｂ／Ｃが上記定数ｋを超えていない場合は、Ａが互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘
わらず、上記値Ｃに依存して予め定められる一定の値を、Ａの補正値として出力する補正
手段を備えていることを特徴としている。
【００５０】
　また、本発明に係る表示装置の駆動装置は、上記目的を達成するために、繰り返し入力
される表示装置の画素への映像データの示す階調を、入力された順番にＣ、Ｂ、Ａとする
とき、Ｂ／Ｃが、０＜ｋ＜１の範囲の値として予め定められた閾値としての定数ｋを超え
ている場合は、Ａが互いに同じ値であっても、Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が大き
くなるように、Ａを補正して出力する一方、Ｂ／Ｃが上記定数ｋを超えていない場合は、
Ａが互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘わらず、上記値Ｃに依存して予め定められる一定
の値を、Ａの補正値として出力する補正手段を備えていることを特徴としている。
【００５１】
　これらの構成では、上記各補正手段が上述した各補正工程を実行できるので、上述した
表示制御方法と同様に、演算および判定に必要な演算量、および、その演算に必要な回路
規模を抑えながら、上記現象の発生を効果的に抑制できる。
【００５２】
　ところで、上記定数α、βおよびｋは、温度に拘わらず一定であってもよいが、特に、
表示素子として液晶表示素子を用いた場合など、表示素子の中には、応答特性が温度によ
って変化するものが存在する。このような表示素子を用いた場合、最適なα、βおよびｋ
の値も数値範囲も温度によって変化し、ある温度において、α、βまたはｋの値が最適で
あったとしても、他の温度（例えば、より低い温度など）では、最適な値から外れる虞れ
がある。なお、最適な値から外れたとしても、それによる画質低下がユーザの許容範囲内
に抑えられていれば、充分に高画質の動画を表示できるが、例えば、パネル温度が大幅に
低下して、画素の応答速度が大幅に低下する場合などには、定数α、βまたはｋを固定し
ていると、上記ユーザの許容範囲を超えて画質が低下する虞れがある。
【００５３】
　これに対して、上記構成に加えて、上記定数（α、βおよびｋの少なくとも一つ）を、
温度に応じて調整する温度補正手段を備えていていれば、温度によって、α、βおよびｋ
の少なくとも一つを変化させることができる。したがって、応答特性が温度によって変化
する表示素子を用いる場合であっても、上記定数α、βまたはｋが固定の構成と比較して
、より広い温度の範囲で、しかも、より的確に、上述の現象の発生、すなわち、上記応答
不足が発生していない場合と同程度に変調することに起因する画質の低下を抑制できる。
【００５４】
　また、上記構成に加えて、上記定数（α、βおよびｋの少なくとも一つ）を、外部から
の調整指示に応じて調整する調整手段を備えていてもよい。上記構成では、外部からの調
整指示に応じて、上記定数α、βおよびｋの少なくとも一つを調整できるので、例えば、
製造バラツキによって特性の異なる表示装置、あるいは、構造等の相違によって特性の異
なる表示装置間で共通に、表示装置の駆動装置を製造したとしても、各表示装置の駆動装
置のα、βおよびｋの少なくとも一つを、それぞれに接続される表示装置の特性に合わせ
て調整できる。したがって、製造時の手間を削減できると共に、設計時の自由度を向上で
きる。
【００５５】
　さらに、上記変調手段は、上記前回の代表値として入力される値と、今回の映像データ
として入力される値との組み合わせに対応するパラメータが予め記憶されたルックアップ
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テーブルを備え、当該ルックアップテーブルを参照して、変調後の今回の映像データを生
成してもよい。
【００５６】
　当該構成では、変調手段がルックアップテーブルを参照して、変調後の今回の映像デー
タを生成する。したがって、表示装置の応答特性が、上記前回の代表値として入力される
値と、今回の映像データとして入力される値とに基づく演算のみによって、変調後の今回
の映像データを生成しようとすると、比較的複雑な演算を必要とするために、演算量ある
いは回路規模が増大するような応答特性である場合であっても、演算のみで変調後の今回
の映像データを生成する構成と比較して、回路規模あるいは演算量の増大を抑制できる。
【００５７】
　また、上記構成に加えて、上記ルックアップテーブルの数は複数であり、上記変調手段
は、温度に応じて、変調後の今回の映像データを生成する際に参照するルックアップテー
ブルを切り換えてもよい。
【００５８】
　当該構成では、温度に応じて、変調後の今回の映像データを生成する際に参照するルッ
クアップテーブルを切り換えて、変調後の今回の映像データを生成する。したがって、例
えば、温度が変化すると、応答特性が大きく変化する表示装置を用いている場合のように
、ある温度に適切なルックアップテーブルと温度とだけでは、他の温度に適切なルックア
ップテーブルを生成しようとすると、比較的複雑な演算を必要するために、演算量あるい
は回路規模が増大するような応答特性を持った表示装置を駆動する場合であっても、演算
のみで変調後の今回の映像データを生成する構成と比較して、回路規模あるいは演算量の
増大を抑制できる。
【００５９】
　一方、本発明に係る表示装置は、上記目的を達成するために、上述のいずれかの構成の
表示装置の駆動装置を備えていることを特徴としている。したがって、上記表示装置の駆
動装置と同様に、画素の応答速度向上と、上記現象の発生の抑制とを、比較的小さな回路
規模（あるいは演算量）で実現できる。
【００６０】
　また、上記構成に加えて、上記表示装置は、表示素子として、垂直配向モードかつノー
マリーブラックモードの液晶表示素子を備えていてもよい。
【００６１】
　ここで、ノーマリーブラックモードかつ垂直配向モードの液晶表示素子を画素とする場
合、輝度を低下させる階調遷移（ディケイの階調遷移）に対する応答速度が、輝度を増加
させる階調遷移の場合（ライズの場合）に比べて遅く、上述のように変調して駆動したと
しても、応答不足が発生していない場合と同程度に変調することに起因する白光りや黒沈
みが発生して、ユーザに視認される可能性が高い。
【００６２】
　これに対して、上記構成では、上記白光りや黒沈みの発生を抑制できるので、ノーマリ
ーブラックモードかつ垂直配向モードの液晶表示素子を画素としているにも拘わらず、上
記動画表示時の画質低下を抑制可能な液晶表示装置を実現できる。
【００６３】
　また、上記構成に加えて、表示素子として液晶表示素子を用いた、テレビジョン放送の
受像機であってもよいし、液晶モニタ装置であってもよい。上述したように、上記表示装
置の駆動装置を有する表示装置は、画素の応答速度向上と、上記現象の発生の抑制とを、
比較的小さな回路規模（あるいは演算量）で実現できる。したがって、テレビジョン放送
の受像機、あるいは、液晶モニタ装置として、好適に使用できる。
【００６４】
　ところで、上記表示装置の駆動装置は、ハードウェアで実現してもよいし、プログラム
をコンピュータに実行させることによって実現してもよい。具体的には、本発明に係るプ
ログラムは、上記表示装置の駆動装置の各手段としてコンピュータを動作させるプログラ
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ムであり、本発明に係る記録媒体には、当該プログラムが記録されている。
【００６５】
　これらのプログラムがコンピュータによって実行されると、当該コンピュータは、上記
表示装置の駆動装置として動作する。したがって、上記表示装置の駆動装置と同様に、画
素の応答速度向上と、上記現象の発生の抑制とを、比較的小さな回路規模（あるいは演算
量）で実現できる。
【００６６】
　このように、本発明によれば、記憶された前回の代表値と今回の映像データとを比較し
て、今回の映像データを代表値とするか否かを判定し、代表値としないと判定された場合
は、予め定められた手順に従って、上記今回の映像データおよび前回の代表値のうちの少
なくとも前回の代表値から上記代表値を算出するので、上記演算値を代表値としている間
に、誤差が発生したとしても、当該誤差が累積されることがない。したがって、上記予測
演算に求められる精度を低下させることができ、画素の応答速度向上と、上記応答不足が
発生していない場合と同程度に変調することに起因する画質の低下の抑制とを、比較的小
さな回路規模（あるいは演算量）で実現できる。これにより、テレビジョン放送の受像機
および液晶モニタ装置をはじめとする種々の表示装置として、あるいは、種々の表示装置
の駆動に好適に使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、画像表示装置の変調駆動処理部の要部構成
を示すブロック図である。
【図２】上記画像表示装置の要部構成を示すブロック図である。
【図３】上記画像表示装置に設けられた画素の構成例を示す回路図である。
【図４】上記変調駆動処理部に設けられたルックアップテーブルの内容の例を示す図面で
ある。
【図５】上記画像表示装置の動作を示すものであり、現フレームの映像データが代表値と
して格納される場合の各部動作を示すタイミングチャートである。
【図６】比較例を示すものであり、判定部および代表値生成部が削除された変調駆動処理
部の要部構成を示すブロック図である。
【図７】上記比較例の動作を示すものであり、ディケイ→ライズの階調遷移を示す映像デ
ータが入力された場合の各部動作を示すタイミングチャートである。
【図８】上記比較例の動作の詳細を確認するための実験方法を示すものであり、画素アレ
イに交互に表示される画像のうちの一方（第１画像）を示す図面である。
【図９】上記比較例の動作の詳細を確認するための実験方法を示すものであり、画素アレ
イに交互に表示される画像のうちの他方（第２画像）を示す図面である。
【図１０】上記第１画像を等高線で表示した図面である。
【図１１】上記第２画像を等高線で表示した図面である。
【図１２】実験結果を示すものであり、上記第１画像を静止画表示している状態から第２
画像の表示に切り換えたフレームの終了時点において、上記比較例の画像表示装置が表示
している画像を等高線で描いた図面である。
【図１３】実験結果を示すものであり、上記第１画像と第２画像との切り換え表示が安定
した時点において、上記比較例の画像表示装置が表示している画像を等高線で描いた図面
である。
【図１４】本実施形態の動作を示すものであり、ディケイ→ライズの階調遷移を示す映像
データが入力された場合の各部動作を示すタイミングチャートである。
【図１５】本実施形態に対する実験結果を示すものであり、上記第１画像を静止画表示し
ている状態から第２画像の表示に切り換えたフレームの終了時点において、本実施形態に
係る画像表示装置が表示している画像を等高線で描いた図面である。
【図１６】上記画像表示装置の判定および代表値演算に使用する定数αおよびβの好適な
範囲を温度毎に示すものであり、（ａ）は、４０℃の場合、（ｂ）は、１５℃の場合、（
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ｃ）は、５℃の場合をそれぞれ示す図面である。
【図１７】上記画像表示装置の判定および代表値演算に使用する定数αおよびβの好適な
範囲を示す図面である。
【図１８】本発明の他の実施形態を示すものであり、画像表示装置の変調駆動処理部の要
部構成を示すブロック図である。
【図１９】本発明のさらに他の実施形態を示すものであり、画像表示装置の変調駆動処理
部の要部構成を示すブロック図である。
【図２０】従来技術を示すものであり、階調遷移を強調しない構成の動作を示すタイミン
グチャートである。
【図２１】他の従来技術を示すものであり、階調遷移を強調した構成の動作を示すタイミ
ングチャートである。
【図２２】上記従来技術において、ディケイの階調遷移を示す映像データが入力された場
合の各部動作を示すタイミングチャートである。
【図２３】上記従来技術において、ディケイ→ライズの階調遷移を示す映像データが入力
された場合の各部動作を示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６８】
　〔第１の実施形態〕
　本発明の一実施形態について図１ないし図１７に基づいて説明すると以下の通りである
。すなわち、本実施形態に係る画像表示装置１は、前回から今回への階調遷移を強調する
ことによって、画素の応答速度を向上させているにも拘わらず、当該階調遷移強調と、前
々回から前回への階調遷移における画素の応答不足との相乗効果によって、今回の画素の
階調が今回の映像データの示す階調と大きく異なり、白光りや黒沈みが発生するという現
象を、比較的小さな回路規模で防止可能な画像表示装置１である。
【００６９】
　当該画像表示装置１のパネル１１は、図２に示すように、マトリクス状に配された画素
ＰＩＸ（１，１）～ＰＩＸ（ｎ，ｍ）を有する画素アレイ２と、画素アレイ２のデータ信
号線ＳＬ１～ＳＬｎを駆動するデータ信号線駆動回路３と、画素アレイ２の走査信号線Ｇ
Ｌ１～ＧＬｍを駆動する走査信号線駆動回路４とを備えている。また、画像表示装置１に
は、両駆動回路３・４へ制御信号を供給する制御回路１２と、入力される映像信号に基づ
いて、上記階調遷移を強調するように、上記制御回路１２へ与える映像信号を変調する変
調駆動処理部（補正手段）２１とが設けられている。なお、これらの回路は、電源回路１
３からの電力供給によって動作している。
【００７０】
　以下では、表示装置の駆動装置としての変調駆動処理部２１の詳細構成について説明す
る前に、画像表示装置（表示装置）１全体の概略構成および動作を説明する。また、説明
の便宜上、例えば、ｉ番目のデータ信号線ＳＬｉのように、位置を特定する必要がある場
合にのみ、位置を示す数字または英字を付して参照し、位置を特定する必要がない場合や
総称する場合には、位置を示す文字を省略して参照する。
【００７１】
　上記画素アレイ２は、複数（この場合は、ｎ本）のデータ信号線ＳＬ１～ＳＬｎと、各
データ信号線ＳＬ１～ＳＬｎに、それぞれ交差する複数（この場合は、ｍ本）の走査信号
線ＧＬ１～ＧＬｍとを備えており、１からｎまでの任意の整数および１からｍまでの任意
の整数をｊとすると、データ信号線ＳＬｉおよび走査信号線ＧＬｊの組み合わせ毎に、画
素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が設けられている。なお、本実施形態の場合、各画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ
）は、隣接する２本のデータ信号線ＳＬ（ｉ－１）・ＳＬｉと、隣接する２本の走査信号
線ＧＬ（ｊ－１）・ＧＬｊとで囲まれた部分に配されている。
【００７２】
　一例として、画像表示装置１が液晶表示装置の場合について説明すると、上記画素ＰＩ
Ｘ（ｉ，ｊ）は、例えば、図３に示すように、スイッチング素子として、ゲートが走査信
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号線ＧＬｊへ、ドレインがデータ信号線ＳＬｉに接続された電界効果トランジスタＳＷ（
ｉ，ｊ）と、当該電界効果トランジスタＳＷ（ｉ，ｊ）のソースに、一方電極が接続され
た画素容量Ｃｐ（ｉ，ｊ）とを備えている。また、画素容量Ｃｐ（ｉ，ｊ）の他端は、全
画素ＰＩＸ…に共通の共通電極線に接続されている。上記画素容量Ｃｐ（ｉ，ｊ）は、液
晶容量ＣＬ（ｉ，ｊ）と、必要に応じて付加される補助容量Ｃｓ（ｉ，ｊ）とから構成さ
れている。
【００７３】
　上記画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）において、走査信号線ＧＬｊが選択されると、電界効果トラ
ンジスタＳＷ（ｉ，ｊ）が導通し、データ信号線ＳＬｉに印加された電圧が画素容量Ｃｐ
（ｉ，ｊ）へ印加される。一方、当該走査信号線ＧＬｊの選択期間が終了して、電界効果
トランジスタＳＷ（ｉ，ｊ）が遮断されている間、画素容量Ｃｐ（ｉ，ｊ）は、遮断時の
電圧を保持し続ける。ここで、液晶の透過率あるいは反射率は、液晶容量ＣＬ（ｉ，ｊ）
に印加される電圧によって変化する。したがって、走査信号線ＧＬｊを選択し、当該画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤに応じた電圧をデータ信号線ＳＬｉへ印加すれば、当
該画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の表示状態を、映像データＤに合わせて変化させることができる
。
【００７４】
　本実施形態に係る画像表示装置１は、画素アレイ２に用いる液晶セルとして、垂直配向
モードの液晶セル、すなわち、電圧無印加時には、液晶分子が基板に対して略垂直に配向
し、画素ＰＩＸ（ｉ，ｘ）の液晶容量ＣＬ（ｉ，ｊ）への印加電圧に応じて、液晶分子が
垂直配向状態から傾斜する液晶セルを採用しており、当該液晶セルをノーマリーブラック
モード（電圧無印加時には、黒表示となるモード）で使用している。
【００７５】
　上記構成において、図２に示す走査信号線駆動回路４は、各走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍ
へ、例えば、電圧信号など、選択期間か否かを示す信号を出力している。また、走査信号
線駆動回路４は、選択期間を示す信号を出力する走査信号線ＧＬｊを、例えば、制御回路
１２から与えられるクロック信号ＧＣＫやスタートパルス信号ＧＳＰなどのタイミング信
号に基づいて変更している。これにより、各走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍは、予め定められ
たタイミングで、順次選択される。
【００７６】
　さらに、データ信号線駆動回路３は、映像信号ＤＡＴとして、時分割で入力される各画
素ＰＩＸ…への映像データＤ…を、所定のタイミングでサンプリングすることで、それぞ
れ抽出する。さらに、データ信号線駆動回路３は、走査信号線駆動回路４が選択中の走査
信号線ＧＬｊに対応する各画素ＰＩＸ（１，ｊ）～ＰＩＸ（ｎ，ｊ）へ、各データ信号線
ＳＬ１～ＳＬｎを介して、それぞれへの映像データＤ…に応じた出力信号を出力する。
【００７７】
　なお、データ信号線駆動回路３は、制御回路１２から入力される、クロック信号ＳＣＫ
およびスタートパルス信号ＳＳＰなどのタイミング信号に基づいて、上記サンプリングタ
イミングや出力信号の出力タイミングを決定している。
【００７８】
　一方、各画素ＰＩＸ（１，ｊ）～ＰＩＸ（ｎ，ｊ）は、自らに対応する走査信号線ＧＬ
ｊが選択されている間に、自らに対応するデータ信号線ＳＬ１～ＳＬｎに与えられた出力
信号に応じて、発光する際の輝度や透過率などを調整して、自らの明るさを決定する。
【００７９】
　ここで、走査信号線駆動回路４は、走査信号線ＧＬ１～ＧＬｍを順次選択している。し
たがって、画素アレイ２の全画素ＰＩＸ（１，１）～ＰＩＸ（ｎ，ｍ）を、それぞれへの
映像データＤが示す明るさ（階調）に設定でき、画素アレイ２へ表示される画像を更新で
きる。
【００８０】
　なお、映像データＤは、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の階調レベルを特定できれば、階調レベ
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ル自体であってもよいし、階調レベルを算出するためのパラメータであってもよいが、以
下では、一例として、映像データが画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の階調レベル自体である場合に
ついて説明する。
【００８１】
　また、上記画像表示装置１において、映像信号源ＶＳ０から変調駆動処理部２１へ与え
られる映像信号ＤＡＴは、フレーム単位（画面全体単位）で伝送されていてもよいし、１
フレームを複数のフィールドに分割すると共に、当該フィールド単位で伝送されていても
よいが、以下では、一例として、フィールド単位で伝送される場合について説明する。
【００８２】
　すなわち、本実施形態において、映像信号源ＶＳ０から変調駆動処理部２１へ与えられ
る映像信号ＤＡＴは、１フレームを複数のフィールド（例えば、２フィールド）に分割す
ると共に、当該フィールド単位で伝送されている。
【００８３】
　より詳細には、映像信号源ＶＳ０は、映像信号線ＶＬを介して、画像表示装置１の変調
駆動処理部２１に映像信号ＤＡＴを伝送する際、あるフィールド用の映像データを全て伝
送した後に、次のフィールド用の映像データを伝送するなどして、各フィールド用の映像
データを時分割伝送している。
【００８４】
　また、上記フィールドは、複数の水平ラインから構成されており、上記映像信号線ＶＬ
では、例えば、あるフィールドにおいて、ある水平ライン用の映像データ全てが伝送され
た後に、次に伝送する水平ライン用の映像データを伝送するなどして、各水平ライン用の
映像データが時分割伝送されている。
【００８５】
　なお、本実施形態では、２フィールドから１フレームを構成しており、偶数フィールド
では、１フレームを構成する各水平ラインのうち、偶数行目の水平ラインの映像データが
伝送される。また、奇数フィールドでは、奇数行目の水平ラインの映像データが伝送され
る。さらに、上記映像信号源ＶＳ０は、１水平ライン分の映像データを伝送する際も上記
映像信号線ＶＬを時分割駆動しており、予め定められた順番で、各映像データが順次伝送
される。
【００８６】
　ここで、図１に示すように、本実施形態に係る変調駆動処理部２１は、１フレーム分の
映像データを次のフレームまで記憶するフレームメモリ（代表値記憶手段）３１と、基本
的には、入力端子Ｔ１に入力された現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）
をフレームメモリ３１へ書き込むと共に、フレームメモリ３１から前フレームＦＲ（ｋ－
１）の映像データＤ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）を読み出して出力するメモリ制御回路３２と、
画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）における前フレームＦＲ（ｋ－１）から現フレームＦＲ（ｋ）への
階調遷移を強調するように、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を補正
し、補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，ｋ）を補正映像信号ＤＡＴ２として出力する変調
処理部（変調手段）３３とを備えている。
【００８７】
　より詳細には、本実施形態に係る変調処理部３３は、前フレーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，
ｋ－１）の取りうる値（階調）と、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）
の取りうる値（階調）との組み合わせ、それぞれについて、当該組み合わせが入力された
場合に出力すべき補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，ｋ）を記録したＬＵＴ（Ｌｏｏｋ　
Ｕｐ　Ｔａｂｌｅ）３４を備えている。ここで、ＬＵＴ３４に格納される値は、画素アレ
イ２の特性によって決定されている。本実施形態では、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度が第
１階調の示す輝度にある状態において、第２階調に対応する電圧を画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）
に印加した場合に、当該電圧を印加したフレームの終了時点に、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が
第３階調の示す輝度に到達するとするとき、上記ＬＵＴ３４には、第１階調と第３階調と
の組み合わせに対応して、第２階調を示すデータが格納されている。



(17) JP 4658057 B2 2011.3.23

10

20

30

40

50

【００８８】
　さらに、本実施形態では、ＬＵＴ３４に必要な記憶容量を削減するために、上記ＬＵＴ
３４が記憶している映像データＤ２は、全ての階調同士の組み合わせの到達階調ではなく
、予め定められた組み合わせに制限されており、変調処理部３３には、ＬＵＴ３４に記憶
された各組み合わせに対応する映像データＤ２を補間して、実際に入力される前フレーム
代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）および映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）の組み合わせに対応す
る映像データＤ２を算出して出力する演算回路３５が設けられている。
【００８９】
　一例として、本実施形態では、上記前フレーム代表値Ｄ０および映像データＤが取り得
る値は、それぞれ０～２５５であり、上記ＬＵＴ３４には、図４に示すように、両者の組
み合わせで特定される領域を８×８の領域に区分したとき、各領域の４隅となる点（９×
９個の点；３２階調おきの階調同士の組み合わせ）に対応する映像データＤ２を記憶して
いる。
【００９０】
　さらに、本実施形態に係る変調駆動処理部２１では、必要に応じて映像データＤ（ｉ，
ｊ，ｋ）の代わりに、他の値をフレームメモリ３１に格納できるように構成されている。
なお、以下では、説明の便宜上、映像データが記憶されているか、その代わりに、他の値
が記憶されているかに拘わらず、フレームメモリ３１に格納されるデータを代表値と称す
る。より詳細には、ある画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ
（ｉ，ｊ，ｋ）自体、または、それに代わる値としてフレームメモリ３１に格納される代
表値をＤａ（ｉ，ｊ，ｋ）と称し、これらの代表値Ｄａ…からなる信号を代表値信号ＤＡ
Ｔａと称する。また、フレームメモリ３１に格納されていた代表値であって、変調処理部
３３において、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を補正するために参
照される値を、前フレーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）と称し、これらの代表値からな
る信号を、前回代表値信号ＤＡＴ０と称する。なお、前回代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）
は、上記現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）と同じ画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ
）に対応する代表値Ｄａであって、前フレームＦＲ（ｋ－１）において、現フレームの映
像データとして与えられた映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－１）自体、あるいは、それに代わ
る値として、フレームメモリ３１に書き込まれた後、現フレームＦＲ（ｋ）までフレーム
メモリ３１に記憶されていたデータである。
【００９１】
　上記変調駆動処理部２１の構成について、さらに詳細に説明すると、本実施形態に係る
変調駆動処理部２１には、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）と前フレ
ーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）とに基づいて、現フレームＦＲ（ｋ）において、画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）に対応する代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）として、現フレームＦＲ（ｋ）の
映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を採用すべきか否かを判定する判定部（判定手段）４１と、
当該判定部４１によって当該映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を採用すべきではないと判定さ
れた場合には、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）に代えて、前フレー
ム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）に基づいて算出された代表値Ｄａ（ｉ，ｊ，ｋ）を、フ
レームメモリ３１に格納させる代表値生成部４２とを備えている。なお、以下では、代表
値Ｄａ（ｉ，ｊ，ｋ）が映像データＤａ（ｉ，ｊ，ｋ）自体の場合と区別するために、前
フレーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）に基づいて算出された代表値Ｄａ（ｉ，ｊ，ｋ）
を演算値と称する。なお、上記判定部４１および代表値生成部４２が特許請求の範囲に記
載の代表値生成手段に対応している。
【００９２】
　本実施形態に係る判定部４１は、予め定められた定数をαとするとき、以下の不等式（
１）に示すように、
　Ｄ（ｉ，ｊ，ｋ）＞　α　×　Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）　　　　　　　　　…（１）
が成立している場合は、代表値Ｄａ（ｉ，ｊ，ｋ）として、現フレームＦＲ（ｋ）の映像
データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を採用すべきと判定し、不成立の場合は、採用すべきではないと
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判定している。ここで、上記αの値は、画素アレイ２の特性（特に、光学応答特性）に応
じて、０＜α＜１を満たすように設定されているが、αの値の決定方法については、後で
、動作の説明と共に詳述する。
【００９３】
　一方、本実施形態に係る代表値生成部４２は、メモリ制御回路３２へ代表値Ｄａ（ｉ，
ｊ，ｋ）として出力する値を、判定結果に応じて切り換えることによって、上記採用すべ
きではないと判定された場合にフレームメモリ３１へ格納される値を上記演算値としてい
る。
【００９４】
　より詳細には、代表値生成部４２には、前フレーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）に基
づいて、現フレームＦＲ（ｋ）において、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）に対応する演算値Ｄ１ａ
（ｉ，ｊ，ｋ）を算出する演算部（算出手段）５１と、上記判定部４１の判定結果に基づ
いて、当該演算部５１の演算結果および現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，
ｋ）の一方を選択して出力する選択部５２とを備えている。
【００９５】
　本実施形態に係る演算部５１は、予め定められた定数をβとするとき、以下の式（２）
に示すように、
　Ｄ１ａ（ｉ，ｊ，ｋ）＝　β　×　Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）　　　　　　　…（２）
の演算によって、演算値Ｄ１ａ（ｉ，ｊ，ｋ）を算出している。ここで、上記定数βの値
も、画素アレイ２の特性（特に、光学応答特性）に応じて、０＜β＜１を満たすように設
定されているが、βの値の決定方法についても後述する。
【００９６】
　なお、入出力が同じであれば、詳細は後述するように、コンピュータに所定のプログラ
ムを実行させることによって、代表値生成部４２を実現してもよいが、本実施形態では、
上記演算部５１が乗算回路によって実現されており、選択部５２は、マルチプレクサ（デ
ータセレクタ）によって実現されている。
【００９７】
　上記構成では、階調を大きく減らす階調遷移（輝度を大きく減少させる階調遷移）が発
生していない状態、すなわち、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）と、
前フレームＦＲ（ｋ－１）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－１）とが、以下に示す不等式（
３）、すなわち、
　Ｄ（ｉ，ｊ，ｋ）＞　α　×　Ｄ（ｉ，ｊ，ｋ－１）　　　　　　　　　　…（３）
を常に満たしている間、判定部４１は、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，
ｋ）を代表値Ｄａ（ｉ，ｊ，ｋ）とすべきと判定している。したがって、メモリ制御回路
３２は、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）をフレームメモリ３１に書
き込み、次のフレームＦＲ（ｋ＋１）まで保持させている。
【００９８】
　この結果、各フレームＦＲ（ｋ）において、前フレームＦＲ（ｋ－１）の映像データＤ
（ｉ，ｊ，ｋ－１）　が前フレーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）としてフレームメモリ
３１から読み出され、変調処理部３３は、前フレームＦＲ（ｋ－１）の映像データＤ（ｉ
，ｊ，ｋ－１）の示す階調から、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）の
示す階調への階調遷移を強調するように、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ
，ｋ）を補正すると共に、補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，ｋ）を出力する。これによ
り、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ印加される信号は、階調遷移を強調するように変調される。
この結果、変調駆動処理部２１を含む駆動部１４は、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）を、より高速
に駆動でき、応答不足に起因する動画表示時の画質低下を防止できる。
【００９９】
　一例として、図５に示すように、フレームＦＲ（１）～ＦＲ（７）において、ある画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ（ｉ，ｊ，１）～Ｄ（ｉ，ｊ，７）として、Ｓ１、Ｓ
１、Ｓ５、Ｓ５、Ｓ５、Ｓ５、Ｓ５が入力されたとする。また、変調処理部３３は、前フ
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レーム代表値Ｄ０がＳ１であり、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤがＳ５である場合
、映像データＤ＝Ｓ５をＳ７に補正して出力するように設定されているとする。なお、こ
の例では、上記映像データＤのガンマ値は、２．２であり、上記値Ｓ０…は、Ｓ０が黒の
階調を、Ｓ２５５が白の階調を示し、Ｓの後に続く数値が大きくなる程、より大きな階調
（輝度）を示している。
【０１００】
　この場合、フレームＦＲ（１）～ＦＲ（７）において、変調駆動処理部２１は、補正後
の映像データＤ２（ｉ，ｊ，１）～Ｄ２（ｉ，ｊ，７）として、Ｓ１、Ｓ１、Ｓ７、Ｓ５
、Ｓ５、Ｓ５、Ｓ５を出力し、駆動部１４は、それぞれに対応する電圧Ｖ１、Ｖ１、Ｖ７
、Ｖ５、Ｖ５、Ｖ５、Ｖ５を出力する。
【０１０１】
　なお、実際には、変調駆動処理部２１へ映像データＤ（ｉ，ｊ，３）が入力される時点
と、それを補正して得られた補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，３）が変調駆動処理部２
１から出力される時点と、データ信号線駆動回路３が当該補正後の映像データＤ２（ｉ，
ｊ，３）に対応する電圧を画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）へ印加する時点とが必ずしも互いに一致
しているとは限らないが、本願明細書では、説明の便宜上、これらのデータ／電圧、およ
び、当該電圧の印加によって変化する画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度（透過量）を、フレー
ムＦＲ（３）のデータ、電圧および輝度（透過量）と称し、図５、および、それ以降の図
面では、これらを縦に並べて記載している。また、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度を説明す
るときは、フレームＦＲ（３）の電圧（この場合は、Ｖ７）が印加された時点から、次の
フレームＦＲ（４）の電圧（この場合は、Ｖ５）が印加される時点までの期間を、フレー
ムＦＲ（３）の期間と称し、当該期間における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度の変化（階調
遷移）を、フレームＦＲ（３）の輝度の変化と称する。なお、これらの記載方法は、フレ
ームＦＲ（３）以外の任意のフレームＦＲ（ｋ）でも、同様である。
【０１０２】
　ここで、図２０に示す従来技術と同様に、変調駆動処理部が補正せず、映像データＤ（
ｉ，ｊ，ｋ）をそのまま出力する構成と比較すると、図５に示すように駆動した場合、フ
レームＦＲ（３）において、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）には、Ｖ５よりも高い電圧Ｖ７が印加
される。したがって、図２０のように駆動する構成よりも、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の透過
量は、急峻に増加する。この結果、図２０のように駆動する場合は、フレームＦＲ（６）
になってはじめて、階調遷移後の映像データＤ（ｉ，ｊ，４）～Ｄ（ｉ，ｊ，７）の示す
輝度（データＳ５の示す輝度Ｔ５）に到達しているのに対して、図５のように駆動する場
合は、フレームＦＲ（４）の開始時点で既に、映像データＤ（ｉ，ｊ，４）の示す輝度（
Ｔ５）に到達している。
【０１０３】
　一方、上述したように、階調を大きく減らす階調遷移が発生していない状態の後で、階
調を大きく減らす階調遷移が発生し、前フレームＦＲ（ｋ－１）の映像データＤ（ｉ，ｊ
，ｋ－１）と、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）とが上記不等式（３
）を満たさなくなると、代表値生成部４２は、判定部４１の判定結果に基づいて、代表値
Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）として、上述の式（２）に基づいて算出した演算値Ｄ１ａ（ｉ，ｊ，
ｋ）をフレームメモリ３１に書き込ませる。これにより、βが画素アレイ２の特性に合わ
せて設定されていれば、上記式（２）に示すように、前フレーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ
－１）に定数βを乗算しただけの簡単な式で算出しているにも拘わらず、現フレームＦＲ
（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）によって、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が到達する輝度（
階調）を、階調反転および白浮きに起因する画質の劣化を充分に抑制可能な精度で予測で
きる。この結果、比較的小規模な回路（あるいは比較的少ない演算量の演算処理）によっ
て、階調反転および白浮きに起因する画質の劣化を抑制できる。
【０１０４】
　より詳細には、仮に、ある映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を変調する際に使用される代表
値（前フレーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１））が、補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，
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ｋ）に応じた信号が画素へ印加される時点の画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度、すなわち、前
フレームＦＲ（ｋ－１）の終了時点における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度を充分な精度で
予測できていれば、変調処理部３３は、前フレーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）を参照
することによって、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を適切な程度で
変調できる。したがって、この場合は、変調時における強調し過ぎや強調不足の発生を抑
制でき、不適切な変調の程度の設定に起因する動画表示時の画質低下を抑制できる。とこ
ろが、上記予測に誤りが発生すると、変調処理部３３は、予測値（前フレーム代表値Ｄ０
（ｉ，ｊ，ｋ－１））を参照しているにも拘わらず、適切な程度に変調することができず
、上記動画表示時の画質低下が発生してしまう。
【０１０５】
　ここで、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）の代わりに予測値（代表
値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ））をフレームメモリ３１に記憶すると共に、次のフレームＦＲ（ｋ
＋１）において、当該値を参照して、次の予測値を算出する場合、予測の誤差が蓄積され
る。したがって、常に、演算値（予測値）を代表値とする構成の場合、予測演算には、予
測誤差が蓄積されても、上記画質低下を抑制できる程度の精度が必要とされる。この結果
、演算に必要な演算量、および、その演算に必要な回路規模は、比較的大きくなってしま
う。
【０１０６】
　これに対して、本実施形態に係る駆動部１４では、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データ
Ｄ（ｉ，ｊ，ｋ）を代表値とすると判定部４１が判定した場合、当該映像データＤ（ｉ，
ｊ，ｋ）が、代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）として次のフレームＦＲ（ｋ＋１）まで記憶され
、次のフレームＦＲ（ｋ＋１）では、当該映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を参照して、画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ＋１）が補正される。したがって、上記
演算値Ｄ１ａ（ｉ，ｊ，ｋ）を代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）としている間に、誤差が発生し
たとしても、当該誤差が累積されることがない。この結果、上記予測演算に求められる精
度を、誤差が累積しても上記画質低下を抑制できる程度よりも低下させることができる。
これにより、上記常時予測する構成と比較して、演算に必要な演算量、および、その演算
に必要な回路規模を抑えることができる。
【０１０７】
　特に、本実施形態では、上述の式（２）に従って、演算値Ｄ１ａ（ｉ，ｊ，ｋ）を算出
しているので、演算に必要な演算量および回路規模を抑制しながら、上述の現象の発生、
すなわち、上記応答不足が発生していない場合と同程度に変調することに起因する画質の
低下を効果的に抑制できる。
【０１０８】
　より詳細には、現フレームＦＲ（ｋ）の階調遷移が、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答不足
が僅かに発生するような階調遷移の場合、現フレームＦＲ（ｋ）の終了時点における画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度は、現フレームＦＲ（ｋ）の開始時点における画素ＰＩＸ（ｉ，
ｊ）の輝度だけではなく、補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，ｋ）の影響によっても変化
する。
【０１０９】
　ところが、より大きな応答不足が発生すると見込まれる階調遷移になるに従って、現フ
レームＦＲ（ｋ）の終了時点の輝度に対する現フレームＦＲ（ｋ）の開始時点の輝度の関
与は大きくなり、以下の状況、すなわち、表示デバイスとしての画素アレイ２の限界まで
映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を補正し、当該補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，ｋ）に応
じて駆動したとしても、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答が全く足りず（現フレームＦＲ（ｋ
）における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答が頭打ちになっており）、現フレームＦＲ（ｋ）
の次のフレームＦＲ（ｋ＋１）において、応答が足りている場合と同様の程度に変調する
と、動画表示時の画質を大幅に低下させる状況では、現フレームＦＲ（ｋ）の終了時点の
輝度は、現フレームＦＲ（ｋ）の補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，ｋ）にも、現フレー
ムＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）にも依存せず、現フレームＦＲ（ｋ）の開始
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時点の輝度に依存する。したがって、この場合は、代表値生成部４２が、前フレーム代表
値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）に基づいて、上記代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）を求めることによ
って、比較的高い精度で、しかも、比較的少ない演算量（あるいは、比較的少ない回路規
模）で、階調遷移終了時点の輝度を予測できる。
【０１１０】
　この結果、演算に必要な演算量および回路規模を抑制しながら、上述の現象の発生、す
なわち、上記応答不足が発生していない場合と同程度に変調することに起因する画質の低
下を効果的に抑制できる。
【０１１１】
　また、上記のように、応答の頭打ちが発生して、上記画質低下が発生する状況は、輝度
を大きく減少させる階調遷移の後、輝度が増加する場合と、輝度を大きく増加させる階調
遷移の後、輝度が減少する場合との双方で発生する。ただし、最初の階調遷移で応答不足
が発生しないときと同程度に次の階調遷移を強調変調すると、後者の場合は、輝度が不所
望に低下して、黒沈みが発生するのに対して、前者の場合は、輝度が不所望に増大して、
白光りが発生する。ここで、白光りの方がユーザに視認されやすいので、前者、すなわち
、輝度を大きく減少させる階調遷移で応答が足りないことを放置するときの方が、より大
幅に画質を低下させてしまう。また、輝度減少時の応答の頭打ちは、前フレーム代表値Ｄ
０（ｉ，ｊ，ｋ－１）に対する、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）の
比率が小さい程、発生しやすく、当該比率が、ある程度の値以上であれば、発生しない。
【０１１２】
　したがって、判定部４１が、上述の不等式（１）の成否によって、現フレームＦＲ（ｋ
）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）とするか否かを判定するこ
とによって、上述の式（２）によって上記代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）を算出する場合と、
代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）を現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）とする
場合とのいずれの方が、画質の低下が発生するかを、比較的簡単な演算で、かつ、比較的
高精度に判定できる。この結果、判定に必要な演算量、および、判定に必要な回路規模を
抑えながら、上記現象の発生を効果的に抑制できる。
【０１１３】
　以下では、特に好適な場合として、画素アレイ２として、垂直配向モードかつノーマリ
ーブラックモードの液晶セルを用いた場合について、さらに詳細に説明する。
【０１１４】
　まず最初に、当該液晶セルが上記変調駆動処理部２１による駆動に適している理由を説
明する。
【０１１５】
　すなわち、垂直配向モードかつノーマリーブラックモードの液晶表示素子は、電圧無印
加時には液晶分子が基板に対し略垂直配向し、電圧が印加されるにつれてある閾値電圧を
越えると液晶分子が略垂直状態から傾斜していく作用を利用して透過量のスイッチングを
行うものである。
【０１１６】
　したがって、表示上は、閾値電圧近傍で黒表示となり、電圧印加に伴い光が透過し、白
表示を再現する。この液晶表示素子は、透過量の応答特性が、特に黒表示から中間調表示
への階調遷移が他の階調遷移と比較して顕著に遅く、３フレームから６フレームにわたる
場合もある。この液晶表示素子に上述の階調遷移の強調を適用すると、黒表示から中間調
表示への階調遷移が顕著に改善される。その結果、目指す中間調表示より必然的にかなり
強い強調が行われる。
【０１１７】
　このため、特に黒付近→中間調の階調遷移では、略黒表示時の実際の表示状態に影響を
受け、中間調への遷移に必要となる強調の程度にズレが生じやすくなる。したがって、駆
動信号の強調の程度を、かなり厳密に制御しないと、強調の程度が必要量から過剰になっ
て白光りが発生したり、不足になって黒尾引きが発生したりする。
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【０１１８】
　ここで、表示品位上、黒沈み、黒尾引きならびに白尾引きは発生レベルの判定による仕
様の問題であるのに対し、白光りは非常に視認されやすく、あってはならないものである
ので、誤変調による表示品位の悪化に対しては、主として白光りの改善を第一に考慮する
べきであるし、白光りの改善さえあれば、その他の改善に比べ表示品位の改善効果は非常
に高い。
【０１１９】
　さらに、ノーマリーブラックであるため黒方向への強調変調を行う電圧の余裕がほとん
ど無く、液晶の応答低下に対応して黒表示応答が完結しない状況が起こりやすい。したが
って、階調遷移の強調をしすぎてしまうこととなり、目指す中間調表示より明るい表示と
なり白光りとなる。このように垂直配向モードかつノーマリーブラックモードでは二つの
理由から白光りが生じやすい傾向がある。
【０１２０】
　一方、ルックアップテーブルを用いたり、高精度の予測演算を行ったりして、白光りの
発生を抑制しようとすると、必要な演算量や回路規模が増大してしまう。したがって、上
記のように、判定部４１および代表値生成部４２を有する変調駆動処理部２１によって映
像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を補正すると非常に効果が大きい。
【０１２１】
　ここで、本実施形態に係る変調駆動処理部２１の動作について、さらに詳細に説明する
前に、比較例として、図１の構成から、判定部４１および代表値生成部４２を削除した構
成の動作を説明する。
【０１２２】
　すなわち、図６に示すように、上記比較例に係る変調駆動処理部１２１では、判定部４
１および代表値生成部４２が削除されているので、変調駆動処理部１２１に入力される映
像信号ＤＡＴに拘わらず、フレームメモリ３１には、前フレームＦＲ（ｋ－１）の映像デ
ータＤ（ｉ，ｊ，ｋ－１）が格納され、変調処理部３３は、前フレームＦＲ（ｋ－１）の
映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－１）の示す階調から現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（
ｉ，ｊ，ｋ）の示す階調への階調遷移（前フレームＦＲ（ｋ－１）から現フレームＦＲ（
ｋ）への階調遷移）を強調するように変調された映像データＤ２（ｉ，ｊ，ｋ）を出力す
る。
【０１２３】
　当該構成では、例えば、図５に示すように、前フレームＦＲ（２）から現フレームＦＲ
（３）への階調遷移が、変調処理部３３によって変調された映像データＤ２（ｉ，ｊ，３
）に基づいて駆動される画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が１フレーム期間内に応答できる程度の階
調遷移であれば、次のフレームＦＲ（４）の期間の開始時点において、画素ＰＩＸ（ｉ，
ｊ）は、上記映像データＤ（ｉ，ｊ，３）の示す輝度（Ｔ５）に到達できる。
【０１２４】
　ところが、図７に示すように、前フレームＦＲ（２）から現フレームＦＲ（３）への階
調遷移が、変調処理部３３によって変調された映像データＤ２（ｉ，ｊ，３）に基づいて
駆動される画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が１フレーム期間内に応答できない階調遷移（図の例で
は、Ｓ６４の示す階調からＳ０の示す階調への階調遷移）の場合は、次のフレームＦＲ（
４）の開始時点において、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）は、上記映像データＤ（ｉ，ｊ，３）の
示す輝度（Ｔ０）に到達することができない。なお、図７の例では、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ
）は、フレームＦＲ（４）の開始時点において、所望の輝度（Ｔ０）には到達できず、そ
れよりも高い輝度（Ｔ１９）にしか到達していない。
【０１２５】
　このように、あるフレームＦＲ（４）から見て前フレーム（ＦＲ（３））における画素
ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答不足によって、当該フレームＦＲ（４）の開始時点の輝度が前フ
レームＦＲ（３）の映像データＤ（ｉ，ｊ，３）の示す輝度（Ｔ０）に到達していないに
も拘わらず、変調駆動処理部２１が、前フレームＦＲ（３）の映像データＤ（この場合は
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、Ｓ０）と、現フレームＦＲ（４）の映像データＤ（この場合は、Ｓ１２８）とに基づい
て、現フレームＦＲ（４）の補正後の映像データＤ２（この場合は、Ｓ１６１）を作成す
ると共に、当該映像データＤ２に応じた電圧（Ｖ１６１）を印加すると、当該フレームＦ
Ｒ（４）の終了時点における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度が所望の値を超える虞れがある
。なお、図７の例では、フレームＦＲ（４）の終了時点の輝度は、所望の値Ｔ１２８より
も高い輝度Ｔ１６１になっている。
【０１２６】
　ここで、本実施形態に係る画素アレイ２として用いている液晶セルにおいて、応答不足
が発生する階調遷移の範囲と、応答不足が発生した場合に画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）が到達可
能な階調、および、それによって動画像へ与える影響とを確認するために、以下に示す実
験を行ったところ、以下の結果が得られた。
【０１２７】
　まず、実験方法について説明すると、本実施形態に係る画像表示装置１と略同様である
が、変調駆動処理部２１に代えて図６に示す変調駆動処理部１２１を設けた画像表示装置
１０１を用意し、図８に示すように、画面の左から右へ向かって輝度が徐々に増大してい
る画像（第１画像）を静止画として表示させて、画素アレイ２の各画素ＰＩＸの輝度を安
定させた。
【０１２８】
　さらに、この状態の後、図９に示すように、画面の上から下に向かって輝度が徐々に増
大している画像（第２画像）と図８に示す画像とを交互に切り換え表示させながら、画素
アレイ２の各画素ＰＩＸの輝度を測定した。
【０１２９】
　なお、図１０および図１１は、図８および図９の画像における輝度の分布を、等高線に
よって示した図面である。また、上記本願明細書における等高線とは、各画像において、
互いに同じ階調（輝度）となる箇所を結んだ線である。さらに、本実施形態では、各画像
の画素の輝度は、ガンマ値２．２の２５６階調で示されており、各図では、１６階調おき
に等高線を引いている。
【０１３０】
　ここで、画素ＰＩＸの応答不足が発生しなかったとすると、上記両画像を切り換え表示
したとしても、画素アレイ２の輝度の分布は、図１０の状態と図１１の状態との間を行き
来する筈である。
【０１３１】
　ところが、実際には、画素ＰＩＸの応答が不足するため、図８の画像を静止画表示して
いる状態から、図９の画像に切り換えたフレームの終了時点では、画素アレイ２には、図
１２に示す画像が表示されることが確認された。また、上記両画像の切り換え表示を繰り
返し、画素アレイ２の各画素ＰＩＸの輝度が安定した状態では、図１３に示す画像が表示
されることが確認された。より詳細には、静止画表示の後、最初に図９の画像に切り換え
たフレームを１フレーム目、次に図８の画像に切り換えたフレームを２フレーム目のよう
に呼ぶとき、図１３は、５９フレーム目に、画素アレイ２に表示される画像を示している
。なお、図１２および図１３も、図１０および図１１と同様に、輝度の分布を等高線によ
って表示している。
【０１３２】
　ここで、図１２を検討すると、図１２に示す輝度の分布状態では、画面の右上の領域Ａ
１において、正しい輝度の分布（図１１の状態）とは大きく異なっており、正しくは水平
であるべき等高線が上方（より暗い階調表示の指示を受ける画素が位置する方向）に曲が
っていることが判明した。また、図１２に示す輝度の分布状態では、画面の左下の領域Ａ
２においても、正しい輝度の分布と若干異なっており、等高線が下方に曲がっていること
も判明した。また、上記領域Ａ１について、さらに詳細に検討すると、各等高線の曲がっ
ている部分が、略直線状に位置すること、および、曲がった後は各等高線が略垂直になっ
ていることが判明した。
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【０１３３】
　一方、図１３を検討すると、上記両画像の切り換え表示を繰り返し、画素アレイ２の各
画素ＰＩＸの輝度が安定した状態では、右上の領域Ａ１１において、正しくは、水平であ
るべき等高線が９０度以上曲がっており、階調の逆転現象が発生していることを示してい
る。例えば、図中、画素ＰＩＸ２は、画素ＰＩＸ１よりも下方に位置しているため、正し
くは、より明るい表示が指示されている。ところが、画素ＰＩＸ２は、画素ＰＩＸ１を通
っている等高線Ｌ２１と、より暗い輝度の等高線Ｌ２２との間に位置している。言い換え
ると、画素ＰＩＸ２の輝度は、画素ＰＩＸ１の輝度よりも暗くなっており、各画素ＰＩＸ
１・ＰＩＸ２に対して指示された階調の大小関係と、各画素ＰＩＸ１・ＰＩＸ２が実際に
表示している階調の大小関係とが逆転している。ここで、動画を表示している際に、階調
の逆転現象が発生すると、完全に壊れた映像として、ユーザに認識され、動画表示時の画
質を大幅に低下させてしまう。
【０１３４】
　さらに、例えば、液晶の物性や液晶層の厚み、あるいは、画素の電極の構造などが互い
に異なる画素アレイ２を用意したり、画素アレイ２の温度を変更したりして、画素ＰＩＸ
の応答速度が互いに異なる画素アレイ２を用意し、上述の実験を繰り返した結果、いずれ
の画素アレイ２であっても、１フレーム目では、図１２と同様の傾向を示すことが確認で
きた。
【０１３５】
　具体的には、（ａ）「等高線の曲がっている部分の位置を直線近似したときの傾きは、
互いに異なっているものの、画面の右上の領域（輝度の大きな減少が指示されている領域
）において、曲がっている部分は、略直線状に位置している」こと、および、（ｂ）「曲
がった後の等高線は、略垂直になっている」ことが確認できた。ここで、上記事項（ｂ）
は、上記右上の領域では、画素ＰＩＸの輝度は、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（
ｉ，ｊ，ｋ）に依存せず、前フレームＦＲ（ｋ－１）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ－１）
に依存していることを示している。
【０１３６】
　したがって、本実施形態に係る変調駆動処理部２１のように、上述の不等式（１）の定
数α、および、上述の式（２）の定数βを、画素アレイ２の特性に合わせた値に設定する
と共に、上述の不等式（１）の成立時には、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，
ｊ，ｋ）を代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）とし、不成立時には、式（２）によって算出した演
算値Ｄ１ａ（ｉ，ｊ，ｋ）を代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）とする構成によって、乗算と比較
という比較的簡単な演算処理しか使用していないにも拘わらず、現フレームＦＲ（ｋ）の
終了時点における画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度を、上記代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）として
、充分な精度で予測できる。この結果、前フレームにおいて、応答不足が発生しているに
も拘わらず、応答不足が発生していない場合と同様に階調遷移を強調することに起因する
画質の低下を抑制できる。また、乗算と比較という演算処理しか使用していないため、ル
ックアップテーブルを参照して代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）を求める場合と比較しても、回
路規模を削減できる。
【０１３７】
　一例として、図１４に示すように、フレームＦＲ（１）～ＦＲ（７）において、ある画
素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）への映像データＤ（ｉ，ｊ，１）～Ｄ（ｉ，ｊ，７）として、図７と
同一のデータが入力されたとする。また、変調処理部３３は、前フレーム代表値Ｄ０がＳ
１９であり、現フレームの映像データＤがＳ１２８である場合、映像データＤ＝Ｓ１２８
をＳ１４７に補正して出力するように設定されているとする。また、画素アレイ２の特性
に応じたαおよびβとして、０．５および０．５が設定されているとする。
【０１３８】
　ここで、フレームＦＲ（１）になるまでの間、上述の不等式（３）を満たしていたとす
ると、フレームＦＲ（２）の映像データＤ（ｉ，ｊ，２）と比較される前フレーム代表値
Ｄ０（ｉ，ｊ，１）は、Ｓ６４になる。この場合、フレームＦＲ（３）の代表値Ｄ１（ｉ
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，ｊ，３）を生成する際、判定部４１は、上述の不等式（１）が不成立と判定し、代表値
生成部４２は、代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，３）として、Ｓ１９（＝Ｓ６４×０．３）をフレー
ムメモリ３１に格納させる。
【０１３９】
　したがって、次のフレームＦＲ（４）の補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，４）を生成
する際、変調処理部３３は、フレームＦＲ（３）の映像データＤ（＝Ｓ０）よりも大きな
代表値Ｄ１（＝Ｓ１９）を参照して、フレームＦＲ（４）の映像データＤ（＝Ｓ１２８）
を補正する。これにより、変調駆動処理部２１は、補正後の映像データＤ２（ｉ，ｊ，４
）として、図７の場合の値（Ｓ１６１）よりも小さな値（Ｓ１４７）が出力され、画素Ｐ
ＩＸ（ｉ，ｊ）には、当該値に対応する電圧（Ｖ１４７）が印加される。したがって、フ
レームＦＲ（４）の期間において、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の輝度は、図７の場合よりも緩
やかに上昇し、所望の輝度（Ｔ１２８）へと到達する。
【０１４０】
　また、本実施形態に係る変調駆動処理部２１を備えた画像表示装置１に対して、上述の
実験方法と同一の方法で、図８および図９の画像を切り換え表示している場合の画素アレ
イ２の各画素ＰＩＸの輝度を測定したところ、図１５に示す結果が得られた。なお、図１
５は、図１３と同様、上記両画像の切り換え表示を繰り返し、画素アレイ２の各画素ＰＩ
Ｘの輝度が安定した状態（５９フレーム目）を示している。
【０１４１】
　同図から明らかなように、本実施形態に係る変調駆動処理部２１を用いれば、図１３の
場合と比較して、階調の逆転現象の発生が大幅に抑えられていることが確認できた。言い
換えると、前フレームにおいて応答不足が発生しているにも拘わらず、応答不足が発生し
ていない場合と同様に階調遷移を強調することに起因する画質の低下が抑制され、より高
画質の動画を表示できることが確認できた。
【０１４２】
　さらに、上述の画素ＰＩＸの応答速度が互いに異なる画素アレイ２を備える画像表示装
置１について、定数αおよびβの適切な数値範囲、より詳細には、画素ＰＩＸの応答不足
に起因する画質の低下がユーザに視認されない、あるいは、ユーザに許容範囲内と評価さ
れた数値範囲を確認したところ、図１６および図１７に示す結果が得られた。
【０１４３】
　具体的には、図１６（ａ）は、上述したように、垂直配向かつノーマリーブラックモー
ドの液晶セルを用いた画像表示装置１を、パネル１１の温度が４０℃になるような条件に
保った場合に、ユーザに許容範囲内と評価された、αおよびβ数値範囲を示している。同
様に、図１６（ｂ）は、上記画像表示装置１を、パネル１１の温度が１５℃になるような
条件に保った場合の数値範囲、図１６（ｃ）は、パネル１１の温度が５℃になるような条
件に保った場合の数値範囲を示している。
【０１４４】
　これらから、定数αおよびβの好適な数値範囲には、以下の１．～３．の傾向があるこ
とが判明した。
【０１４５】
　１．（α，β）は、２つの焦点がα＝β近傍に存在し、楕円率が略１．５から３に相当
する楕円内に存在する。
【０１４６】
　２．２つの焦点の中点が（０．２，０．２）から（０．６，０．６）である。
【０１４７】
　３．２つの焦点の内、（０，０）に近い方の焦点の座標が、温度の低くなるのに応じて
、（０，０）から離れる。
【０１４８】
　なお、図１７は、例えば、５℃の場合に好適な数値範囲を上記楕円で近似した場合を示
しており、楕円率が約２、焦点の中点が（０．６．０，６）の場合を図示している。
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【０１４９】
　また、αまたはβを設定する際には、ｍおよびｎを０以上の整数とするとき、αまたは
βを、ｍ／２＾ｎの形で記述できるように設定すれば、より計算量（回路規模）を節約で
きる。また、上述したように、ＬＵＴ３４が３２階調おきの９＊９のテーブルサイズであ
るとすれば、実際に個別に応答を制御できる領域を考え、ｍを０～１６の整数、ｎを４と
すれば、すなわち、ｍ／１６で表現できるように、αまたはβを設定すれば、充分な効果
と回路規模の削減とを両立できる。
【０１５０】
　また、本実施形態に係る変調駆動処理部２１は、ディケイとライズとを交互に繰り返す
ように指示された場合でも、以下に示すように動作して、「画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答
不足が発生していないときと同程度に変調することに起因する画質の低下」を抑制してい
る。
【０１５１】
　すなわち、ディケイとライズとを交互に繰り返すように指示されている場合、フレーム
ＦＲ（２）において、変調駆動処理部２１のフレームメモリ３１には、１つ前のフレーム
ＦＲ（１）の映像データＤ（ｉ，ｊ，１）が保存されている。
【０１５２】
　したがって、説明の便宜上、連続する３フレームＦＲ（１）、ＦＲ（２）およびＦＲ（
３）において、順次入力される映像データＤ（ｉ，ｊ，１）、Ｄ（ｉ，ｊ，２）およびＤ
（ｉ，ｊ，３）を、Ｃ、Ｂ、Ａとし、上記αをｋとし、Ｃ＞Ｂ、Ｂ＜Ａとすると、変調駆
動処理部２１は、Ｂ／Ｃが予め定められた閾値としての定数ｋを超えている場合、Ａが互
いに同じ値であっても、Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が大きくなるように、Ａを補
正して出力する。これとは逆に、Ｂ／Ｃが上記定数ｋを超えていない場合、変調駆動処理
部２１は、Ａが互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘わらず、上記Ｃの値に依存して予め定
められる一定の値を、Ａの補正値として出力する。なお、上記「Ａが互いに同じ値であれ
ば、上記Ｃの値に依存して予め定められる一定の値」は、図１の構成の場合、Ｃ×βから
Ａへの階調遷移時の出力値としてＬＵＴに記憶されている値、あるいは、ＬＵＴを参照す
ることによりＣ×βからＡへの階調遷移時の出力値として算出される値である。
【０１５３】
　ここで、上述したように、上記画素アレイ２は、（ａ）「等高線の曲がっている部分の
位置を直線近似したときの傾きは、互いに異なっているものの、画面の右上の領域（輝度
の大きな減少が指示されている領域）において、曲がっている部分は、略直線状に位置し
ている」こと、および、（ｂ）「曲がった後の等高線は、略垂直になっている」という傾
向を持っている。
【０１５４】
　したがって、ディケイとライズとを交互に繰り返すように指示された場合であっても、
変調駆動処理部２１が、上記のようにＡを補正することによって、上記画質の低下を防止
できる。
【０１５５】
　ところで、上記では、上述の不等式（１）の成否を判定する判定部４１と、判定結果に
応じて、上述の式（２）によって算出された値か、あるいは、現フレームＦＲ（ｋ）の映
像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）かをフレームメモリ３１に格納させる代表値生成部４２とを備
えることによって、変調駆動処理部２１が、ディケイとライズとを交互に繰り返すように
指示された場合に上記動作を行う構成について説明したが、これに限るものではなく、デ
ィケイとライズとを交互に繰り返すように指示された場合に上記動作を行うことができれ
ば、同様の効果が得られる。
【０１５６】
　例えば、２フレーム分の映像データを記憶可能なフレームメモリを備え、上記変調駆動
処理部が、以下の動作［１］、すなわち、「当該フレームメモリから読み出した、２フレ
ーム前の映像データ（Ｃ）および１フレーム前の映像データ（Ｂ）と、今回の映像データ
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（Ａ）とに基づいて、Ａ＞Ｂで、しかも、Ｂ／Ｃが予め定められた閾値としての定数ｋを
超えている場合は、Ａが互いに同じ値であっても、Ｂの値が小さくなる程、Ａの補正値が
大きくなるように、Ａを補正して出力する一方、Ａ＞Ｂで、しかも、Ｂ／Ｃが上記定数ｋ
を超えていない場合は、Ａが互いに同じ値であれば、Ｂの値に拘わらず、上記Ｃの値に依
存して予め定められる一定の値を、Ａの補正値として出力する」動作を行ってもよい。こ
の場合であっても、変調駆動処理部は、ディケイとライズとを交互に繰り返すように指示
された場合に上記動作を行うことができるので、上記画質の低下を防止できる。なお、当
該構成の変調駆動処理部は、ディケイとライズとを交互に繰り返すように指示された場合
にのみ、上記動作［１］を行ってもよいし、常時、当該動作［１］を行ってもよい。
【０１５７】
　ここで、上述したように、画質を大幅に低下させるのは、輝度を大きく減少させる階調
遷移の後、輝度が増加する場合で、しかも、輝度を大きく減少させる階調遷移にて応答の
頭打ちが発生する場合である。また、この応答の頭打ちは、前回の映像データに対する、
今回の映像データの比率が小さい程、発生しやすく、当該比率が、ある程度の値以上であ
れば、発生しない。
【０１５８】
　したがって、いずれの場合であっても、変調駆動処理部が上記動作［１］を行うことに
よって、演算および判定に必要な演算量、および、その演算に必要な回路規模を抑えなが
ら、上記画質低下の発生を効果的に抑制できる。
【０１５９】
　ただし、図１に示す構成では、代表値生成部４２が、判定結果に応じて、上述の式（２
）によって算出された値か、あるいは、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，
ｋ）かをフレームメモリ３１に格納させているため、フレームメモリに必要なメモリ容量
は、１フレーム分でよい。したがって、上記２フレーム分の映像データを記憶可能なフレ
ームメモリを備える構成よりも、回路規模を簡略化できる。
【０１６０】
　〔第２の実施形態〕
　ところで、第１の実施形態では、上述の定数αおよびβが画素アレイ２の特性（特に光
学応答特性）に応じて決定された値に固定されている場合について説明したが、本実施形
態では、温度変化に応じて、上述の定数αおよびβを変更する場合について説明する。
【０１６１】
　具体的には、本実施形態に係る画像表示装置１ａは、画素アレイ２として、上述した液
晶セルを用いた画像表示装置であって、図１８に示すように、本実施形態に係る変調駆動
処理部２１ａには、図１の構成に加えて、画素アレイ２を含むパネル１１の温度（パネル
温度）を測定する温度センサ４３と、当該温度センサ４３の測定結果に応じて、判定部４
１ａが判定時に用いる定数αを変更すると共に、上記測定結果に応じて、代表値生成部４
２ａが演算時に用いる定数βを変更する温度補正処理部（温度補正手段）４４とが設けら
れている。
【０１６２】
　ここで、上記判定部４１ａおよび代表値生成部４２ａは、図１に示す判定部４１および
代表値生成部４２と略同様の構成であるが、温度補正処理部４４の指示に応じて、定数α
およびβを、それぞれ変更する点が異なっている。より詳細には、代表値生成部４２ａに
は、演算部５１に代えて、演算部５１ａが設けられており、演算部５１ａは、入力される
前フレーム代表値Ｄ０（ｉ，ｊ，ｋ－１）に、温度補正処理部４４から指示された定数β
を乗算し、その結果を出力している。
【０１６３】
　また、上記温度補正処理部４４は、温度センサ４３の測定した温度から、当該温度に適
した定数αおよびβを決定できるように構成されており、測定結果に基づいて、適切な定
数αおよびβを決定し、当該定数αおよびβを判定部４１および代表値生成部４２へ指示
している。一例として、温度補正処理部４４は、例えば、予め各温度範囲に対応する定数



(28) JP 4658057 B2 2011.3.23

10

20

30

40

50

αおよびβを記憶しておき、温度センサ４３の測定結果の属する温度範囲に対応する定数
αおよびβを読み出して指示することができる。また、他の例として、温度から定数αお
よびβを算出するための手順（演算式など）を予め定めておき、上記温度補正処理部４４
は、上記測定結果に基づき、当該予め定められた手順に従って定数αおよびβを算出して
もよい。
【０１６４】
　また、本実施形態に係る変調駆動処理部２１ａでは、温度補正処理部４４が温度に応じ
て定数αおよびβを変更しているだけではなく、変調処理部３３ａが、温度センサ４３の
測定結果に応じて、階調遷移強調の程度を変更している。
【０１６５】
　具体的には、本実施形態に係る変調処理部３３ａは、変調処理部３３と略同様の構成で
あるが、ＬＵＴ３４として、複数（この例では、２つ）のＬＵＴ３４１～３４２が設けら
れている。各ＬＵＴ３４１・３４２には、それぞれに対応する温度範囲において、変調処
理部３３ａが出力すべき映像データＤ２が格納されている。
【０１６６】
　さらに、演算回路３５ａは、演算回路３５と略同様の構成であるが、温度センサ４３の
測定結果に応じて、補間演算時に参照するＬＵＴ（３４１・３４２）を切り換える。これ
により、温度センサ４３の測定結果に応じて、階調遷移強調の程度を変更できる。
【０１６７】
　なお、他の構成例として、演算回路３５ａは、温度センサ４３の測定結果に応じた複数
のＬＵＴ（３４１・３４２）から読み出した映像データＤ２を、温度センサ４３の測定結
果に応じて内挿補間して、当該測定結果に応じたＬＵＴ（あるいは、その一部分）を算出
し、当該ＬＵＴ（あるいは、その一部分）に基づいて映像データＤ２を生成してもよい。
当該構成では、ＬＵＴを切り換える構成よりも回路規模（あるいは演算量）が若干増加す
るものの、より正確な温度補正が可能になる。
【０１６８】
　ここで、一般に、温度が変化すると、液晶の物性（粘性など）が変化するため、液晶表
示素子の応答特性は、温度によって変化する。したがって、本実施形態のように、画素ア
レイ２として液晶セルを用いている場合、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答特性は、温度によ
って変化してしまう。特に、パネル温度がより低くなるときは、液晶の粘性が大幅に増大
するので、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答速度が大幅に低下して、透過率（輝度）の階調遷
移が１フレームで完結しない状況（図１２の例では、等高線が曲がった後の領域で発生し
ている状況）が、より多く発生する。
【０１６９】
　したがって、最適なαおよびβの値も数値範囲も温度によって変化し、ある温度におい
て、αおよびβの値が最適であったとしても、他の温度（例えば、より低い温度など）で
は、最適な値から外れる虞れがある。なお、最適な値から外れたとしても、それによる画
質低下がユーザの許容範囲内に抑えられていれば、充分に高画質の動画を表示できるが、
例えば、パネル温度が大幅に低下して、画素ＰＩＸ（ｉ，ｊ）の応答速度が大幅に低下す
る場合などには、第１の実施形態のように、定数αおよびβを固定していると、上記ユー
ザの許容範囲を超えて画質が低下する虞れがある。
【０１７０】
　これに対して、本実施形態に係る変調駆動処理部２１ａを備えた駆動部１４ａでは、パ
ネル温度によって、αおよびβを変化させている。したがって、定数αおよびβが固定の
構成と比較して、より広いパネル温度の範囲で、しかも、より的確に、上述の画質低下、
すなわち、上記応答不足が発生していない場合と同様に階調遷移を強調することに起因す
る画質の低下を抑制できる。
【０１７１】
　また、本実施形態に係る変調駆動処理部２１ａでは、上記定数αおよびβだけではなく
、変調処理部３３ａによる階調遷移強調の程度も、パネル温度に応じて変更しているので
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、より広いパネル温度の範囲で、階調遷移強調の程度を適切な値に設定し続けることがで
きる。したがって、より広いパネル温度の範囲で、動画表示時の画質を向上できる。
【０１７２】
　〔第３の実施形態〕
　本実施形態では、上記定数αおよびβの設定を外部から変更可能な構成について説明す
る。なお、本実施形態の構成は、第１および第２の実施形態のいずれと組み合わせてもよ
いが、以下では、第１の実施形態に組み合わせた構成について説明する。
【０１７３】
　すなわち、図１９に示すように、本実施形態に係る変調駆動処理部２１ｂは、図１の構
成に加えて、外部からの入力を受け付けると共に、当該入力に応じて、判定部４１ａの定
数αおよび代表値生成部４２ａの定数βを調整する定数調整部４６を備えている。また、
本実施形態では、第２の実施形態と同様に、図１に記載の判定部４１および代表値生成部
４２の代わりに、定数αまたはβの変更指示を受け付け可能な判定部４１ａおよび代表値
生成部４２ａが設けられている。ここで、上記外部入力としては、例えば、定数αやβの
値に応じたレベルのアナログの電圧信号や電流信号であってもよいが、本実施形態では、
他の例として、定数αやβの値の設定指示を示すデジタルのコマンド信号を採用しており
、上記定数調整部４６は、当該コマンド信号に応じて、自らに記憶している定数αおよび
βの値を変更している。なお、上記コマンド信号は、例えば、定数αまたはβの値自体を
指示する信号であってもよいし、定数αまたはβの値の増減を指示する信号であってもよ
い。
【０１７４】
　上記変調駆動処理部２１ｂを備えた駆動部１４ｂでは、定数αおよびβを外部入力によ
って調整できるので、変調駆動処理部２１ｂが完成した後にも、定数αおよびβを変更／
設定でき、製造時の手間を削減できる。
【０１７５】
　より詳細には、例えば、同型の画素アレイ２など、本来は、同じ特性を持っているべき
画素アレイ２であっても、実際には、製造時のバラツキなどによって、個体差が発生する
ので、適切なαおよびβにもバラツキが発生する。なお、画素アレイ２以外にも、データ
信号線駆動回路３など、他の構成部材にも、個体差が発生し、適切なαおよびβにバラツ
キが発生する虞れがある。ここで、画像表示装置の変調駆動処理部２１ｂ以外の構成部材
に合った変調駆動処理部２１ｂを製造しようとして、各構成部材の製造後に、それに合っ
た変調駆動処理部２１ｂを製造しようとすると、非常に大きな手間がかかり、現実的では
ない。
【０１７６】
　これに対して、上記変調駆動処理部２１ｂは、外部入力によって、定数αおよびβを調
整できるので、上記各構成部材に共通に変調駆動処理部２１ｂを製造したとしても、変調
駆動処理部２１ｂの製造後の時点（例えば、製品集荷前の時点など）に各構成部材の個体
差に応じた適切な定数αおよびβを設定できる。この結果、上記各構成部材に個体差が発
生する場合であっても、何ら支障なく、上記画質の低下を抑制可能な画像表示装置１ｂを
、少ない手間で製造できる。
【０１７７】
　また、互いに異なる型の画像表示装置間で、上記変調駆動処理部２１ｂを共通に製造し
、それぞれの型および個体差に応じて設定してもよい。この場合は、複数の型の間で、共
通の（同じ型の）変調駆動処理部２１ｂを使用できる。
【０１７８】
　さらに、変調駆動処理部２１ｂは、画像表示装置１ｂのユーザの指示に応じて定数αお
よびβを変更してもよい。この場合は、ユーザの好みに合った定数αおよびβに設定でき
、よりユーザが表示品位の高いと判定する映像を表示できる。
【０１７９】
　なお、上記各実施形態では、代表値生成部（４２～４２ａ）が判定部（４１・４１ａ）
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の判定に応じて、現フレームＦＲ（ｋ）の映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）、および、演算値
Ｄ１ａ（ｉ，ｊ，ｋ）の一方を出力しているが、これに限るものではない。判定部が演算
値Ｄ１ａ（ｉ，ｊ，ｋ）を次のフレームまで格納すべきと判定した場合に、映像データＤ
（ｉ，ｊ，ｋ）に代えて、演算値Ｄ１ａ（ｉ，ｊ，ｋ）を、代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）と
して、フレームメモリ３１に格納させることができれば、例えば、代表値生成部がフレー
ムメモリ３１に格納された映像データＤ（ｉ，ｊ，ｋ）を、判定に応じて、演算値Ｄ１ａ
（ｉ，ｊ，ｋ）に書き換えるなど、他の代表値Ｄ１（ｉ，ｊ，ｋ）の設定方法を用いても
同様の効果が得られる。
【０１８０】
　また、上記各実施形態では、基本的に、上述した代表値生成動作、あるいは、上述した
階調Ａの補正動作［１］が常に行われる場合について説明したが、これに限るものではな
い。２フレーム前の階調（Ｃ）と現フレームの階調（Ａ）とを比較して、両者が略同じで
あるという条件が成立した場合にのみ、上記動作［Ａ］を行ってもよい。
【０１８１】
　階調Ａの補正動作［１］の場合について説明すると、この場合、変調駆動処理部は、当
該条件が成立していない場合は、通常の階調遷移強調処理として、例えば、ＢからＡへの
階調遷移を強調するようにＡを補正する。また、上記略同じか否かは、変動駆動処理部が
静止画と判断した場合に階調遷移強調処理を停止する構成において、変動駆動処理部が静
止画か否かを判定する場合と略同様に、例えば、｜Ｃ－Ａ｜が予め定められた閾値以下で
あるか否かによって判定できる。
【０１８２】
　より詳細には、上記閾値は、例えば、上記各階調Ａ～Ｃを示す映像データがそれぞれ８
ビットで表現される場合（２５６階調の場合）、１６階調以下の値に設定される。一例と
して、閾値が１６階調に設定された場合は、｜Ｃ－Ａ｜≦１６階調であれば、ＣとＡとが
略同じと判定する。さらに好ましくは、各階調Ａ～Ｃが２５６階調の場合、上記閾値は、
４階調以下の値（例えば、４階調）に設定される。一例として、閾値が４階調に設定され
た場合、｜Ｃ－Ａ｜≦４階調であれば、ＣとＡとが略同じと判定する。
【０１８３】
　なお、以下では、変動駆動処理部が静止画と判断した場合に階調遷移強調処理を停止す
る構成について簡単に説明する。すなわち、実際の映像表示においては、様々な雑音（例
えば、信号伝達系において重畳された雑音）が映像信号に重畳されているため、静止画を
表示しようとしている場合であっても、映像信号上では、各画素への映像データが時間と
共に変化していることが多い。したがって、この場合に階調遷移強調処理を行うと、雑音
自体も強調してしまい、当該強調された雑音によって、ざらついた印象の映像が表示され
る虞れがある。これに対して、以下の構成、すなわち、変動駆動処理部が前回の映像デー
タと今回の映像データとを比較して、その差が閾値以下であれば、静止画と判断して階調
遷移強調処理を停止し、そのままの映像データ（補正しない映像データ）を出力する構成
では、静止画が入力された場合に階調遷移強調処理が停止されるので、上記不具合の発生
を防止できる。
【０１８４】
　ここで、映像表示時に特殊な効果が得られることを期待して、頻繁にＣ≒Ａとなるよう
な（Ｃ≒Ａとなる状況が顕在化するような）制御が行われる場合がある。例えば、二つの
階調Ａ、Ｂをフレーム毎（あるいは後述するようにフィールド毎）に繰り返すことによっ
て、時間的に平均された複雑な階調を表現しようとする場合がある。また、互いに同じ輝
度を複数の階調の組み合わせで表現することによって、質感を変化させようとする場合も
ある。
【０１８５】
　なお、これらの表現技術は、１フレームを複数のフィールド（またはサブフレーム）に
分割して駆動する際に使用されることが多い。この場合、上記変調駆動処理部２１への映
像信号は、フィールド毎（またはサブフレーム毎）の映像信号になり、上記フレームメモ
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リ３１に代えて、１フィールド分の映像データが記憶されるフィールドメモリを設けても
よい。
【０１８６】
　このような表現技術は、各階調遷移における各画素の輝度が予め想定された範囲内で変
化することを前提としている。したがって、各画素の輝度が当該範囲を超えて変化する場
合には、白光りが発生するだけではなく、上記特殊効果の意図とは全く異なった映像効果
が得られてしまう。この結果、映像全体のイメージまで大きく損なう虞れがある。
【０１８７】
　一例として、Ａ→Ｂがある閾値を持って応答が不充分となることによってＢ→Ａの階調
遷移の強調処理が誤作動する場合には、白光りが発生するだけではなく、上記特殊効果の
意図とは全く異なった明るい階調が表現されてしまい、輝度がシフトしてしまう。
【０１８８】
　これに対して、上記構成では、２フレーム前の階調（Ｃ）と現フレームの階調（Ａ）と
が略同じであれば、Ｂ＜ｋ・Ａの場合に、略一定の弱い階調遷移とすることができるので
、上記画質の低下を防止できる。この結果、上記のような白光りの発生や不所望な映像効
果（輝度シフトなど）を抑制することができ、所望の特殊効果を得ることができる。
【０１８９】
　また、上記各実施形態では、変調駆動処理部を構成する各部材がハードウェアのみで実
現されている場合を例にして説明したが、これに限るものではない。各部材の全部または
一部を、上述した機能を実現するためのプログラムと、そのプログラムを実行するハード
ウェア（コンピュータ）との組み合わせで実現してもよい。一例として、画像表示装置１
に接続されたコンピュータが、画像表示装置１を駆動する際に使用されるデバイスドライ
バとして、変調駆動処理部（２１～２１ｂ）を実現してもよい。また、画像表示装置１に
内蔵あるいは外付けされる変換基板として、変調駆動処理部が実現され、ファームウェア
などのプログラムの書き換えによって、当該変調駆動処理部を実現する回路の動作を変更
できる場合には、当該ソフトウェアが記録された記録媒体を配布したり、当該ソフトウェ
アを通信路を介して伝送するなどして、当該ソフトウェアを配布し、上記ハードウェアに
、そのソフトウェアを実行させることによって、当該ハードウェアを、上記各実施形態の
変調駆動処理部として動作させてもよい。
【０１９０】
　これらの場合は、上述した機能を実行可能なハードウェアが用意されていれば、当該ハ
ードウェアに、上記プログラムを実行させるだけで、上記各実施形態に係る変調駆動処理
部を実現できる。
【０１９１】
　より詳細に説明すると、ソフトウェアを用いて実現する場合、ＣＰＵ、あるいは、上述
した機能を実行可能なハードウェアなどからなる演算手段が、ＲＯＭやＲＡＭなどの記憶
装置に格納されたプログラムコードを実行し、図示しない入出力回路などの周辺回路を制
御することによって上記各実施形態に係る変調駆動処理部２１～２１ｂを実現できる。
【０１９２】
　この場合、処理の一部を行うハードウェアと、当該ハードウェアの制御や残余の処理を
行うプログラムコードを実行する上記演算手段とを組み合わせても実現することもできる
。さらに、上記各部材のうち、ハードウェアとして説明した部材であっても、処理の一部
を行うハードウェアと、当該ハードウェアの制御や残余の処理を行うプログラムコードを
実行する上記演算手段とを組み合わせても実現することもできる。なお、上記演算手段は
、単体であってもよいし、装置内部のバスや種々の通信路を介して接続された複数の演算
手段が共同してプログラムコードを実行してもよい。
【０１９３】
　上記演算手段によって直接実行可能なプログラムコード自体、または、後述する解凍な
どの処理によってプログラムコードを生成可能なデータとしてのプログラムは、当該プロ
グラム（プログラムコードまたは上記データ）を記録媒体に格納し、当該記録媒体を配付
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したり、あるいは、上記プログラムを、有線または無線の通信路を介して伝送するための
通信手段で送信したりして配付され、上記演算手段で実行される。
【０１９４】
　なお、通信路を介して伝送する場合、通信路を構成する各伝送媒体が、プログラムを示
す信号列を伝搬し合うことによって、当該通信路を介して、上記プログラムが伝送される
。また、信号列を伝送する際、送信装置が、プログラムを示す信号列により搬送波を変調
することによって、上記信号列を搬送波に重畳してもよい。この場合、受信装置が搬送波
を復調することによって信号列が復元される。一方、上記信号列を伝送する際、送信装置
が、デジタルデータ列としての信号列をパケット分割して伝送してもよい。この場合、受
信装置は、受信したパケット群を連結して、上記信号列を復元する。また、送信装置が、
信号列を送信する際、時分割／周波数分割／符号分割などの方法で、信号列を他の信号列
と多重化して伝送してもよい。この場合、受信装置は、多重化された信号列から、個々の
信号列を抽出して復元する。いずれの場合であっても、通信路を介してプログラムを伝送
できれば、同様の効果が得られる。
【０１９５】
　ここで、プログラムを配付する際の記録媒体は、取外し可能である方が好ましいが、プ
ログラムを配付した後の記録媒体は、取外し可能か否かを問わない。また、上記記録媒体
は、プログラムが記憶されていれば、書換え（書き込み）可能か否か、揮発性か否か、記
録方法および形状を問わない。記録媒体の一例として、磁気テープやカセットテープなど
のテープ、あるいは、フロッピー（登録商標）ディスクやハードディスクなどの磁気ディ
スク、または、ＣＤ－ＲＯＭや光磁気ディスク（ＭＯ）、ミニディスク（ＭＤ）やデジタ
ルビデオディスク（ＤＶＤ）などのディスクが挙げられる。また、記録媒体は、ＩＣカー
ドや光カードのようなカード、あるいは、マスクＲＯＭやＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭまた
はフラッシュＲＯＭなどのような半導体メモリであってもよい。あるいは、ＣＰＵなどの
演算手段内に形成されたメモリであってもよい。
【０１９６】
　なお、上記プログラムコードは、上記各処理の全手順を上記演算手段へ指示するコード
であってもよいし、所定の手順で呼び出すことで、上記各処理の一部または全部を実行可
能な基本プログラム（例えば、オペレーティングシステムやライブラリなど）が既に存在
していれば、当該基本プログラムの呼び出しを上記演算手段へ指示するコードやポインタ
などで、上記全手順の一部または全部を置き換えてもよい。
【０１９７】
　また、上記記録媒体にプログラムを格納する際の形式は、例えば、実メモリに配置した
状態のように、演算手段がアクセスして実行可能な格納形式であってもよいし、実メモリ
に配置する前で、演算手段が常時アクセス可能なローカルな記録媒体（例えば、実メモリ
やハードディスクなど）にインストールした後の格納形式、あるいは、ネットワークや搬
送可能な記録媒体などから上記ローカルな記録媒体にインストールする前の格納形式など
であってもよい。また、プログラムは、コンパイル後のオブジェクトコードに限るもので
はなく、ソースコードや、インタプリトまたはコンパイルの途中で生成される中間コード
として格納されていてもよい。いずれの場合であっても、圧縮された情報の解凍、符号化
された情報の復号、インタプリト、コンパイル、リンク、または、実メモリへの配置など
の処理、あるいは、各処理の組み合わせによって、上記演算手段が実行可能な形式に変換
可能であれば、プログラムを記録媒体に格納する際の形式に拘わらず、同様の効果を得る
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【０１９８】
　本発明によれば、画素の応答速度向上と、上記応答不足が発生していない場合と同程度
に変調することに起因する画質の低下の抑制とを、比較的小さな回路規模（あるいは演算
量）で実現できるので、テレビジョン放送の受像機および液晶モニタ装置をはじめとする
種々の表示装置として、あるいは、種々の表示装置の駆動に好適に使用できる。
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